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き
)
以
宮
但
令
制
:4(5)
県
知
山
宮
田
(
さ
)
似
宮
議
制
出
資
引
1
怒
長
剛
山
拭
過
額
以
宮
製
給
ロ
t米
側
宿
毛
試
案
(
~
)
1
・¥J-fミ
商
業
と
経
済
一入
O
を
参
考
史
料
と
し
て
掲
け
て
置
い
た
が
今
ボ
ク
サ
ー
氏
の
こ
の
論
文
に
掲
ぐ
る
史
料
は
外
園
側
と
し
て
其
等
は
迫
而
本
稿
に
も
追
加
す
る
積
で
あ
る
。
は
甚
花
有
力
な
史
料
が
掲
け
で
あ
る
。
丹
治
率
直
著
寸
崎
陽
日
銀
」
英
艦
フ
エ
ト
l
ン
税
事
件
の
有
力
な
る
史
料
と
し
て
文
皐
博
士
努
膝
阿
兵
氏
著
「
グ
l
フ
と
日
本
』
緒
言
に
誠
努
雑
記
中
の
崎
陽
目
録
と
あ
る
は
こ
れ
と
内
容
同
じ
で
あ
る
。
私
が
東
京
上
野
帝
図
図
書
館
に
て
調
べ
得
大
庭
に
よ
れ
ば
丹
治
皐
直
著
「
崎
陽
日
銀
」
な
る
察
本
と
向
山
誠
努
丙
午
雑
記
十
六
(
二
十
七
班
目
)
中
牧
録
さ
れ
た
も
の
と
二
種
の
お
本
が
あ
る
。
崎
陽
目
録
の
内
容
は
同
じ
で
あ
る
。
私
は
・
帝
図
図
書
館
所
蔵
向
山
誠
努
雑
記
中
の
も
の
で
な
く
壁
濁
に
丹
治
率
直
著
崎
腸
日
録
と
あ
る
帝
問
問
書
館
の
宗
本
を
底
一
本
と
し
て
其
佳
蕊
に
日
英
交
通
史
料
と
し
て
印
刷
し
た
い
と
忠
ふ
。
其
承
認
を
奥
へ
且
つ
訪
書
上
便
宜
を
計
ら
れ
た
帝
図
同
書
館
長
松
本
喜
一
氏
に
深
厚
な
る
謝
意
を
表
し
た
い
さ
て
察
本
の
本
文
は
・
突
の
如
く
で
あ
る
。
崎
陽
日
録
714 
?台
奉
直
著
文
化
五
戊
辰
年
八
月
十
五
日
朝
雨
そ
ミ
ぎ
て
天
不
明
辰
の
刻
少
し
前
に
も
あ
ら
ん
か
沖
手
に
白
帆
の
見
ゆ
る
よ
し
深
堀
詰
松
平
肥
前
守
家
来
鍋
島
七
左
衛
門
よ
り
走
使
を
も
て
注
進
す
野
母
御
番
所
に
で
も
白
帆
見
出
し
の
相
国
の
印
立
る
の
旨
小
瀬
戸
御
番
所
遠
見
番
辰
刻
頃
詑
進
申
出
る
例
の
遇
沖
出
の
役
々
於
康
問
用
人
上
傑
徳
右
衛
門
臼
子
ぜ
申
渡
す
沖
取
締
遠
見
番
抗
日
明
瞭
平
か
ひ
・
に
ん
よ
り
彼
舟
へ
遣
す
所
の
横
文
字
書
翰
相
渡
其
外
隠
密
方
吉
岡
十
郎
左
衛
門
盗
賊
方
田
口
惣
兵
街
等
出
始
い
た
し
候
様
申
渡
浦
詮
文
用
意
銀
等
渡
遣
す
今
日
月
並
の
御
躍
奉
行
衆
可
被
請
の
慮
右
の
取
込
故
延
引
被
申
鰯
阿
蘭
陀
年
番
通
詞
中
山
作
三
郎
呼
出
じ
白
帆
の
並
進
有
之
の
聞
か
ひ
た
ん
へ
可
申
間
旨
徳
右
衛
門
申
渡
す
午
刻
遁
野
母
御
番
所
蛍
番
の
遠
見
番
原
嘉
兵
衛
今
・
朝
卯
中
刻
頃
野
母
よ
り
未
申
の
方
に
蛍
り
二
十
四
五
里
程
沖
に
紅
毛
船
一
鰻
見
出
す
の
よ
し
注
進
申
出
る
佐
嘉
聞
役
闘
停
之
允
よ
り
も
香
焼
沖
午
未
之
方
に
里
数
凡
二
十
里
鈴
白
帆
の
船
一
一
般
見
ゆ
る
の
よ
し
迫
々
深
堀
役
人
よ
り
申
越
の
旨
届
出
午
の
中
刻
小
瀬
戸
御
番
所
よ
り
未
申
の
方
に
蛍
り
十
七
八
旦
沖
に
紅
毛
般
帆
影
之
見
ゆ
る
よ
し
同
所
蛍
番
の
遠
見
番
古
川
徳
四
郎
未
の
上
刻
詑
進
申
出
る
迫
々
近
寄
に
付
波
戸
場
役
呼
出
し
援
舟
の
用
意
例
の
通
り
可
心
得
旨
徳
右
衛
門
申
渡
阿
南
陀
逼
日
英
交
誼
史
料
〈
七
ν
入
商
業
と
経
済
入
詞
作
三
郎
は
出
嶋
へ
行
て
か
ひ
た
ん
に
其
趣
申
問
候
の
慮
か
ひ
た
ん
申
に
は
い
ま
に
阿
南
陀
般
入
津
無
之
故
定
て
本
図
の
般
に
で
も
可
有
之
哉
し
か
し
な
が
ら
此
節
入
津
の
義
稀
な
る
事
に
て
六
十
年
も
己
前
に
是
あ
り
其
後
絶
て
無
之
考
る
に
例
年
吹
昭
一
杷
出
般
の
頃
は
敵
艦
の
妨
に
て
も
有
之
例
よ
り
絡
別
延
引
し
て
致
出
舶
哉
に
存
す
る
旨
か
ひ
た
ん
申
の
由
作
三
郎
申
出
例
は
小
瀬
戸
よ
り
七
八
里
沖
の
法
進
有
之
銭
合
の
検
使
さ
し
出
さ
る
そ
事
な
れ
共
室
頃
よ
り
天
快
晴
し
て
沖
手
の
風
殊
に
烈
し
け
れ
は
例
よ
り
は
早
念
に
策
合
さ
し
出
さ
る
』
方
可
然
よ
し
に
て
縫
合
の
紅
毛
人
用
意
可
致
よ
し
作
三
郎
申
渡
す
の
慮
用
意
宜
の
段
申
に
よ
て
未
刻
前
縫
合
の
検
使
菅
谷
保
夫
郎
上
川
俸
右
衛
門
の
雨
人
奉
行
の
前
に
'
出
て
縫
合
に
出
勤
す
る
の
よ
し
を
申
回
全
日
一
段
問
れ
て
申
さ
る
』
は
紅
毛
加
入
津
の
句
季
後
れ
て
来
る
こ
と
な
れ
は
異
婚
の
程
も
難
キ
し
定
例
検
差
出
程
合
よ
り
も
此
皮
は
早
め
に
差
出
の
間
容
易
に
本
般
へ
近
寄
へ
か
ら
す
沖
出
の
も
の
と
も
へ
様
子
委
細
に
相
等
若
疑
敷
義
も
有
之
に
於
て
は
渓
内
へ
不
入
や
う
に
い
た
し
平
建
可
達
申
渡
さ
れ
雨
入
の
検
使
承
之
宇
佐
退
出
し
て
波
戸
場
よ
り
出
加
す
御
役
所
附
或
人
制
一
諮
枕
夫
別
般
に
て
是
に
従
ふ
縫
合
の
征
毛
人
二
人
強
刊
誌
μ
同
社
ん
阿
蘭
陀
通
詞
肘
一
段
技
師
、
猪
股
繁
次
郎
等
登
舶
に
乗
組
右
に
付
御
役
所
附
野
村
栄
次
右
術
門
別
般
に
て
出
出
役
の
阿
蘭
陀
通
詞
脈
問
一
一
比
一
端
ぶ
附
…
特
…
哨
一
h
剖
…
鮮
郎
雪
一
且
畑
一
来
組
其
一
外
援
兵
召
建
一
候
波
戸
場
役
白
木
理
十
郎
登
一
緒
同
援
強
出
役
の
遁
詞
一
諮
問
似
鵡
門
雪
一
旦
般
同
媛
嫡
見
届
御
役
所
附
高
尾
辛
太
夫
般
番
町
口
助
次
郎
町
役
野
口
勘
十
郎
等
霊
雌
右
之
加
々
一
同
乗
出
し
沖
え
相
越
検
使
の
乗
般
小
瀬
戸
迄
相
越
の
慮
未
程
遠
な
れ
は
紅
毛
人
召
蓮
小
瀬
戸
御
番
所
え
相
越
遠
目
鏡
を
も
て
見
る
に
白
帆
の
般
七
八
旦
も
沖
に
見
ゆ
る
に
よ
て
召
速
し
紅
毛
人
に
猶
遠
目
鏡
見
せ
て
菊
阿
蘭
陀
般
相
違
無
之
哉
と
尋
れ
は
い
ま
に
わ
か
ら
さ
れ
と
も
舷
頭
阿
繭
陀
に
相
違
無
之
殊
克
荷
足
も
深
く
見
ゆ
る
由
申
に
よ
て
さ
ら
は
乗
出
し
て
碇
と
見
定
よ
と
て
検
使
雨
人
其
外
と
も
一
同
に
乗
出
し
伊
王
嶋
前
に
て
相
待
の
慮
順
風
殊
に
烈
し
く
彼
鵡
迫
々
近
寄
今
朝
と
く
よ
り
乗
出
せ
し
沖
取
締
遠
見
番
肘
馴
一
院
一
千
佐
嘉
領
鷹
嶋
蓬
え
相
越
隠
密
方
盗
賊
方
沖
出
迎
等
の
般
々
逗
々
来
り
て
一
同
に
遠
見
し
て
居
た
り
し
か
南
の
方
に
蛍
て
凡
七
八
旦
沖
に
帆
影
の
見
ゆ
れ
は
欧
鵬
干
乗
出
さ
ん
と
す
る
に
乾
の
風
烈
敷
彼
舶
に
は
追
風
こ
な
に
よ
り
は
向
ふ
凪
に
て
潜
煩
ふ
て
見
へ
し
か
伊
王
嶋
よ
り
或
三
里
沖
の
方
に
て
漸
々
彼
舟
に
近
寄
の
慮
別
て
乾
の
風
つ
よ
く
波
高
く
し
て
彼
般
へ
来
付
る
事
成
か
た
く
暫
く
見
合
て
あ
り
し
か
少
し
彼
般
の
向
替
り
て
絞
さ
ま
に
風
を
請
此
時
風
下
の
波
少
し
く
彼
般
に
て
隔
る
其
折
か
ら
漸
と
乗
付
て
見
る
に
紅
毛
般
の
様
子
に
は
あ
れ
と
銭
印
も
な
く
疑
し
け
れ
は
先
彼
般
よ
り
書
簡
を
出
さ
せ
ん
と
色
々
手
足
、
似
し
て
見
す
る
と
い
へ
と
も
夏
に
出
さ
す
怪
敷
岡
山
へ
は
先
此
趣
を
注
進
せ
ん
と
す
れ
と
小
舶
の
事
な
れ
は
彼
般
を
離
れ
て
は
大
般
に
順
風
を
受
て
走
る
こ
と
な
れ
は
い
迎
も
迫
付
こ
と
成
か
た
く
註
進
も
延
引
す
へ
く
と
心
な
ら
す
も
彼
般
に
ひ
か
れ
て
行
所
に
伊
王
嶋
よ
り
一
里
程
の
沖
に
て
紅
白
青
積
布
の
大
銭
を
引
上
る
日
記
を
み
て
阿
蘭
陀
般
に
紛
れ
も
な
し
と
則
出
島
阿
繭
陀
人
差
越
慮
の
横
文
字
書
簡
さ
し
出
し
彼
般
相
日
英
交
通
史
料
〈
七
υ
一
八
三
商
業
と
経
済
一
八
四
渡
す
右
横
文
字
に
書
入
い
た
し
差
返
す
先
格
故
其
程
合
相
待
の
庭
に
偽
り
際
取
故
度
々
催
促
す
れ
は
返
書
認
る
よ
し
手
莫
似
に
て
返
答
致
す
故
猶
叉
控
居
る
に
何
の
沙
汰
も
無
之
故
最
前
の
横
文
字
返
す
様
に
と
厳
敷
催
促
す
れ
と
も
其
後
は
一
人
も
出
合
ふ
者
な
し
甚
以
不
審
な
れ
と
も
彼
舶
に
離
れ
て
は
追
付
事
成
か
た
く
格
別
注
進
も
還
は
る
へ
き
な
れ
と
も
無
是
非
役
般
に
ひ
か
れ
佐
嘉
領
紳
の
島
後
に
四
郎
が
島
沖
手
迄
来
る
に
伊
王
島
港
に
沖
出
の
加
々
遠
見
し
て
見
た
り
し
か
依
り
に
返
書
の
遅
取
々
不
審
な
れ
と
て
隠
密
方
吉
岡
十
左
衛
門
乗
出
し
て
遠
見
番
の
舶
に
莱
付
い
か
な
る
子
細
に
で
返
書
還
は
る
や
と
遠
見
番
に
問
は
右
の
次
第
を
申
に
よ
っ
て
一
同
彼
舶
に
引
添
て
行
彪
に
隠
密
方
舶
に
て
乗
付
候
時
舶
先
を
打
て
混
雑
の
内
順
風
強
く
彼
舶
に
は
後
れ
て
少
し
跡
よ
り
引
添
て
相
越
盗
賊
方
舶
は
大
村
領
稲
田
崎
の
方
へ
乗
土
佐
嘉
領
待
島
の
方
高
鋒
島
沖
手
へ
乗
落
す
湖
銭
合
の
般
々
も
乗
出
し
四
郎
が
島
迄
相
越
の
慮
紅
白
青
横
縞
の
銭
朗
に
見
へ
て
ま
か
ふ
へ
く
も
見
へ
さ
り
け
り
検
使
保
失
郎
俸
右
衛
門
通
詞
オ
右
衛
門
申
付
て
紅
毛
人
え
相
等
に
阿
蘭
陀
の
銭
に
紛
れ
も
無
之
段
申
に
付
四
郎
島
港
に
し
は
ら
く
滞
加
し
て
ぬ
白
々
待
居
所
に
至
て
順
風
つ
よ
く
下
段
の
帆
は
絞
り
て
彼
般
忽
に
近
よ
り
矢
の
如
く
に
走
り
込
縫
合
の
般
々
潜
漣
て
出
向
ふ
に
乗
付
難
き
風
情
也
彼
般
愛
に
来
て
少
し
漂
ひ
沖
の
方
へ
舶
先
を
直
す
よ
と
見
へ
し
か
舶
に
釣
置
所
の
パ
ツ
テ
イ
一
フ
鞘
M
刊
一
般
異
図
人
十
四
五
人
乗
組
て
ひ
ら
り
と
海
上
に
下
り
立
縫
合
と
し
て
出
る
所
の
紅
毛
人
乗
般
へ
潜
付
る
に
よ
て
紅
毛
人
或
人
舟
縁
へ
立
出
て
何
岡
の
般
に
や
と
等
れ
は
異
同
人
共
云
ゃ
う
阿
繭
陀
般
に
て
吹
限
杷
仕
出
し
と
阿
蘭
陀
誌
に
て
答
る
に
よ
て
去
年
蹄
帆
の
役
人
阿
蘭
陀
い
』
き
す
は
渡
来
い
に
す
哉
と
零
れ
は
乗
渡
る
段
呉
園
人
共
答
え
右
之
趣
般
越
に
検
使
へ
も
申
間
る
叉
異
園
人
と
も
云
ゃ
う
紅
毛
人
武
人
と
も
パ
Y
テ
イ
ラ
へ
乗
う
つ
れ
と
申
付
無
程
御
検
使
一
岡
本
船
へ
可
相
越
段
紅
毛
人
相
答
る
慮
彼
般
よ
り
何
か
は
し
ら
す
高
聾
に
呼
は
る
と
等
し
く
紅
毛
人
尽
フ
ぜ
ま
ん
を
パ
Y
干イ
ラ
へ
引
込
大
に
驚
一
人
の
阿
蘭
陀
し
き
ん
む
ろ
跡
す
さ
り
し
て
舶
の
中
程
に
居
た
り
し
を
異
園
人
共
不
残
創
を
抜
持
紅
毛
人
共
乗
船
へ
飛
込
し
き
ん
む
ろ
を
理
不
査
に
パ
Y
テ
イ
ラ
へ
連
行
此
般
に
乗
組
の
通
詞
三
人
六
三
郎
は
検
使
の
般
に
飛
移
り
て
右
の
次
第
を
し
ら
せ
設
側
は
紅
毛
人
ゃ
う
し
と
さ
』
ゆ
る
と
て
海
中
に
落
入
其
外
水
主
持
取
等
大
に
驚
き
海
中
に
飛
入
逃
る
も
右
れ
は
外
般
に
飛
移
る
も
あ
り
に
ま
ノ
、
残
る
も
の
は
酔
た
る
如
く
に
て
潜
事
能
は
す
此
騒
動
に
役
船
援
船
数
十
般
集
る
所
の
舶
ノ
¥
h
は
時
雨
に
さ
そ
ふ
木
の
葉
の
如
く
は
ら
ノ
、
、
k
逃
散
り
て
無
恕
な
り
け
る
次
第
也
パ
Y
テ
イ
ラ
え
は
紅
毛
人
二
人
奪
取
り
粂
て
本
船
よ
り
綱
を
付
置
候
其
綱
を
引
て
本
船
へ
引
付
加
入
と
も
に
本
船
へ
引
上
し
は
め
さ
ま
し
か
り
け
る
有
様
也
隠
密
方
十
左
衛
門
検
使
の
乗
船
へ
潜
付
右
の
次
第
を
廓
へ
訴
ん
と
云
捨
て
直
に
渓
へ
乗
入
る
盗
賊
方
惣
兵
衛
も
右
の
様
子
遠
目
な
か
ら
見
請
検
使
乗
般
の
乗
後
れ
て
見
へ
け
れ
は
無
心
元
引
退
す
慮
に
高
鋒
島
横
手
に
て
検
使
の
一
来
舶
に
行
遠
け
れ
は
右
の
弐
第
平
く
廓
へ
申
上
よ
と
申
付
る
に
よ
て
念
来
に
泊
立
る
と
い
へ
と
も
水
主
共
右
の
驚
に
て
捗
々
敷
不
得
溜
は
幸
ひ
挽
舟
の
役
に
出
し
小
舶
の
居
日
英
交
通
史
料
ハ
七
〉
一
八
五
商
業
と
経
済
一
八
六
合
す
れ
は
乗
替
て
戸
丁
御
番
所
下
へ
相
越
の
慮
御
番
所
請
合
の
も
の
へ
申
捨
て
直
に
鹿
へ
罷
出
遠
見
番
次
郎
平
順
助
婚
は
彼
般
よ
り
萱
町
餓
も
後
れ
て
潜
来
り
沖
の
様
子
異
婚
な
る
事
を
検
使
の
般
に
止
口
ん
と
て
し
ぎ
り
に
櫓
を
押
す
と
い
へ
と
も
犬
般
に
順
風
を
一
は
い
に
受
て
其
速
な
る
事
い
は
ん
方
な
し
役
般
に
迫
付
事
た
に
能
は
す
然
る
に
縫
合
の
役
般
遁
々
乗
付
候
様
子
な
れ
は
卒
、
フ
止
口
ん
と
せ
り
立
て
も
海
上
の
事
な
れ
は
心
に
任
せ
す
後
れ
行
時
に
彼
婚
し
は
ら
く
深
ふ
其
際
に
漸
潜
抜
て
検
使
の
般
へ
乗
付
沖
の
様
子
を
い
は
ん
と
す
る
に
は
や
紅
毛
人
奪
取
れ
し
事
を
外
役
般
よ
り
申
出
る
よ
し
に
て
平
々
廓
へ
可
訴
と
巾
付
る
に
よ
て
日
記
叉
湊
内
へ
来
入
掠
検
使
保
尖
郎
俸
右
衛
門
色
を
失
ひ
召
達
し
紅
毛
人
或
人
奪
れ
外
般
A
Y
散
々
に
成
行
其
身
乗
加
も
引
退
く
と
い
へ
と
も
水
主
共
腰
抜
て
捗
々
し
か
ら
す
と
や
せ
ん
か
く
や
と
忠
ふ
折
か
ら
挽
舟
の
役
に
出
て
六
人
水
主
に
・
て
小
舟
を
押
切
て
散
行
舟
の
通
り
か
』
り
け
れ
は
是
幸
ひ
と
呼
留
て
乗
移
り
保
次
郎
俸
右
衛
門
雨
人
は
供
を
も
ぐ
せ
す
只
武
人
鑓
を
も
跡
へ
捨
小
般
西
泊
御
番
所
さ
し
て
念
き
行
無
程
差
て
番
頭
に
可
逢
よ
し
を
俸
ふ
番
頭
い
さ
h
か
病
に
ふ
し
不
出
合
物
頭
岩
松
源
吾
に
逢
て
異
嫡
渡
来
旗
合
の
紅
毛
人
或
人
奪
取
し
失
第
を
申
間
右
具
般
い
ま
た
碇
を
卸
さ
れ
は
湊
内
へ
乗
入
程
も
難
1
干
し
早
々
人
数
手
配
致
さ
れ
可
然
と
申
達
保
次
郎
俸
右
衛
門
西
泊
御
番
所
を
乗
出
し
供
を
も
ぐ
せ
さ
る
故
大
波
戸
よ
り
上
陸
す
る
事
を
倖
り
て
江
戸
丁
の
上
り
場
よ
り
雨
人
す
ご
/
¥
h
上
陸
し
て
鹿
に
出
る
鹿
に
て
は
け
ふ
し
も
名
月
の
童
よ
り
、
後
は
天
顔
快
晴
し
て
殊
に
待
得
た
る
阿
南
陀
婚
は
入
津
す
夜
に
入
ら
は
何
れ
も
へ
回
全
一
日
頭
菜
酒
給
ら
ん
と
で
は
や
暮
頃
に
な
り
ぬ
れ
は
各
出
仕
し
て
突
の
聞
に
控
居
て
A
1
や
図
書
到
の
前
へ
出
ん
と
す
る
時
検
使
保
次
郎
俸
右
衛
門
よ
り
以
手
紙
月
番
迄
申
越
に
は
い
よ
い
よ
紅
毛
般
に
て
例
よ
り
は
大
舶
に
有
之
荷
足
も
ふ
か
く
相
見
る
旨
先
銭
安
堵
以
世
一
日
中
鍔
知
申
越
の
旨
彼
四
郎
か
島
建
に
待
合
居
る
時
認
て
差
越
慮
の
書
中
通
詞
作
三
郎
持
参
す
る
に
よ
て
予
月
番
な
れ
は
右
の
常
一
日
面
を
国
主
日
明
前
へ
持
出
て
日
起
を
披
露
す
同
時
に
隠
密
方
十
左
衛
門
駈
来
て
沖
の
次
第
を
庚
間
迄
注
浩
一
す
同
書
頭
日
記
を
問
て
野
面
所
に
出
て
猶
子
細
に
み
つ
か
ら
是
告
問
れ
て
大
に
驚
き
物
の
具
も
て
と
麓
を
懸
ら
れ
近
習
の
も
の
具
足
植
を
持
参
す
れ
は
小
具
足
取
て
若
せ
ら
れ
封
面
所
に
出
て
床
九
に
か
か
ら
れ
み
う
か
ら
注
進
を
問
て
諸
方
の
手
蛍
等
申
付
ら
る
腐
の
騒
動
一
方
な
ら
す
盗
賊
方
惣
兵
衛
沖
取
締
次
郎
卒
唯
助
等
迫
々
駈
・
米
て
沖
の
失
第
ぞ
注
進
す
固
ま
日
頭
み
つ
か
ら
是
を
問
て
夫
れ
ノ
¥
h
指
揮
せ
ら
れ
御
代
官
高
木
作
右
衛
門
を
呼
れ
て
市
中
郷
中
備
之
義
粂
て
手
品
川
田
の
遇
。
平
々
相
備
同
弟
道
之
助
稲
作
郷
へ
罷
越
石
火
矢
相
備
へ
き
旨
申
渡
さ
れ
支
配
勘
定
人
見
藤
左
衛
門
中
村
総
失
郎
御
普
請
役
荒
堀
五
兵
街
松
本
佐
七
等
呼
出
さ
れ
夫
々
直
に
被
申
渡
右
之
面
々
直
に
引
取
も
の
の
ぐ
用
意
し
て
再
ひ
出
仕
す
諸
家
の
問
役
被
呼
出
先
一
番
御
番
所
山
町
田
荏
た
る
所
の
左
賀
の
聞
役
闘
停
之
允
へ
沖
の
次
第
被
申
間
紅
毛
人
取
反
の
上
右
兵
舶
打
持
可
申
間
早
々
手
配
可
有
之
、
元
培
人
数
の
義
平
々
図
元
へ
申
越
へ
し
と
申
渡
さ
る
其
外
曾
所
調
役
丁
年
寄
等
呼
出
さ
る
高
島
四
郎
兵
街
同
作
兵
衛
一
柏
田
十
郎
右
街
門
久
松
善
兵
衛
後
藤
惚
太
郎
幅
日
英
交
通
史
料
〈
七
〉
一
八
七
商
業
と
経
済
一
入
入
田
七
十
郎
等
罷
出
る
に
よ
て
市
中
手
配
申
渡
さ
る
其
内
異
雌
よ
り
パ
内
/
テ
イ
ラ
に
て
湊
内
へ
先
来
し
て
居
た
る
唐
船
三
股
へ
取
懸
る
の
よ
し
注
唯
一
有
之
に
付
同
書
顕
一
先
奥
に
入
っ
て
高
島
四
郎
兵
衛
一
入
居
間
へ
呼
れ
て
夫
々
回
場
に
差
岡
せ
ら
れ
徳
右
街
門
是
を
書
取
て
書
面
に
し
て
四
郎
兵
衛
え
渡
す
叉
々
針
面
所
へ
出
ら
れ
御
役
所
附
鰯
頭
へ
湊
内
悶
の
義
申
渡
さ
れ
中
村
縫
弐
郎
用
人
木
部
幸
八
郎
等
承
之
て
猶
申
渡
す
人
見
藤
左
衛
門
松
本
左
七
一
段
内
見
廻
と
し
て
差
越
ら
る
諸
家
の
聞
役
一
同
被
呼
出
書
院
に
て
被
逢
所
謂
際
州
上
野
義
口
兵
衛
、
肥
後
稲
津
弐
郎
兵
衛
、
長
州
山
牒
伊
八
郎
、
久
留
米
丹
羽
三
左
衛
門
、
小
倉
明
石
奥
尖
兵
衛
、
柳
川
由
市
七
右
衛
門
、
島
原
鵜
殿
七
郎
右
衛
門
、
平
戸
宗
務
卒
次
左
衛
門
、
唐
津
関
共
左
衛
門
等
罷
出
る
に
よ
て
非
常
の
義
に
付
銘
々
在
所
へ
申
越
さ
る
へ
し
跡
舶
等
も
右
之
候
は
』
左
京
次
第
人
数
可
被
差
出
旨
申
渡
さ
れ
何
れ
も
退
散
す
佐
嘉
聞
役
関
倖
之
允
筑
前
問
役
花
房
久
七
え
は
培
人
数
早
々
図
一
万
へ
可
申
遣
と
申
渡
さ
れ
唐
津
関
弐
左
衛
門
え
は
在
邑
に
付
様
子
・
次
第
人
数
繰
出
し
候
様
可
淫
間
其
心
得
有
へ
し
と
被
申
渡
右
の
人
々
退
散
す
雨
組
唐
人
番
等
呼
出
さ
れ
此
節
の
義
随
分
出
精
い
た
し
手
柄
可
致
旨
申
渡
さ
る
猶
叉
雨
家
間
役
呼
出
さ
れ
粂
々
柑
則
被
立
百
候
渇
守
衛
之
人
数
配
付
焼
打
之
差
支
無
之
様
取
斗
且
叉
右
兵
船
紅
毛
人
武
人
檎
に
い
た
し
其
佳
出
帆
致
す
に
お
い
て
は
不
相
情
事
に
付
差
習
之
手
段
可
有
之
若
叉
右
手
段
不
相
調
内
出
帆
い
た
さ
は
無
操
打
砕
可
被
申
彼
是
用
意
調
次
第
図
書
頭
可
致
出
張
と
申
渡
さ
れ
雨
入
退
去
猶
叉
山
田
吉
左
衛
門
花
井
常
減
雨
人
雨
御
番
所
え
打
越
人
数
早
々
相
備
石
火
矢
手
時
間
其
外
差
引
の
事
等
中
合
差
遣
さ
る
時
に
夜
六
半
時
頃
に
も
あ
ら
ん
か
縫
合
の
検
使
保
弐
郎
俸
右
衛
門
罷
蹄
直
に
号
間
へ
出
て
沖
に
お
い
て
紅
毛
人
或
人
奪
は
れ
し
始
末
申
之
且
雨
御
番
所
へ
人
数
手
蛍
等
之
義
申
達
る
之
旨
申
之
回
全
一
日
頭
間
て
大
に
い
か
り
で
申
さ
る
』
に
は
句
季
後
れ
て
阿
繭
陀
般
渡
来
の
事
故
兵
姉
の
程
も
難
斗
間
不
可
油
断
旨
出
懸
に
央
々
申
間
紅
毛
人
法
も
蛍
地
に
差
置
上
は
日
本
人
も
同
様
也
や
み
ノ
¥
h
と
奪
れ
し
事
の
云
か
ひ
な
さ
よ
早
々
雨
人
と
も
罷
越
苑
力
、
申
告
表
し
て
取
戻
来
る
へ
し
再
ひ
生
て
蹄
る
事
な
か
れ
と
巌
敷
申
渡
さ
れ
け
れ
は
雨
人
大
に
面
白
を
失
ひ
再
ひ
腐
を
立
出
る
固
ま
回
一
鴎
叉
々
雨
家
の
聞
役
俸
之
允
久
七
を
呼
出
さ
れ
紅
毛
人
取
戻
と
し
て
検
使
雨
人
差
出
の
問
答
固
舶
印
刻
差
出
さ
る
へ
し
と
被
申
渡
雨
入
退
座
抹
宿
屋
丁
乙
名
雨
館
通
詞
と
も
帯
万
の
義
願
出
る
に
よ
て
此
節
限
り
貸
刀
差
充
る
ゐ
の
鹿
叉
々
年
寄
と
も
召
仕
の
者
帯
刀
願
出
る
に
よ
て
是
も
此
節
限
差
免
る
此
節
貸
具
足
其
外
.
武
器
等
夫
々
預
り
も
の
よ
り
持
出
て
か
な
た
こ
な
た
へ
渡
遣
す
腐
の
騒
動
上
在
下
へ
と
騒
し
か
り
け
る
有
様
な
り
夜
五
時
頃
と
も
お
ほ
し
き
に
パ
ぞ
ア
イ
ラ
三
般
崎
船
一
段
内
に
来
入
異
図
人
と
も
所
々
来
廻
の
よ
し
波
戸
場
に
在
あ
ふ
固
の
も
の
共
共
外
所
々
よ
り
引
も
き
ら
す
注
進
す
あ
た
り
騒
々
敷
に
付
叉
々
一
雨
家
の
問
役
呼
出
さ
れ
何
故
異
舶
よ
り
乗
出
す
所
の
パ
Y
テ
イ
ラ
三
般
御
番
所
前
そ
相
通
す
や
右
パ
Y
テ
イ
ラ
三
般
是
非
と
も
召
捕
へ
し
と
被
申
渡
雨
入
退
く
然
る
に
か
ひ
た
ん
初
在
留
の
紅
毛
人
黒
坊
と
も
通
詞
其
外
之
者
警
固
い
た
し
鹿
へ
相
越
に
よ
て
同
書
頭
か
ひ
た
ん
に
逢
て
追
付
捻
に
な
り
し
或
人
の
も
の
取
返
し
遣
す
へ
日
英
交
通
史
料
ハ
七
〉
一
入
九
商
業
と
経
沼
一九
O
じ
た
と
へ
右
躍
の
船
幾
般
来
る
と
も
朱
て
手
蛍
有
之
事
故
気
遣
ひ
す
へ
か
ら
す
と
申
渡
さ
れ
け
れ
は
か
ひ
・
に
ん
奔
謝
し
て
退
く
右
の
紅
毛
人
共
鹿
へ
来
る
事
は
異
般
よ
り
パ
Y
テ
イ
ラ
三
般
一
舶
に
五
十
人
づ
h
乗
組
胞
器
あ
ま
た
相
備
檎
は
れ
し
紅
毛
人
武
人
に
案
内
い
に
さ
せ
出
島
へ
押
懸
る
の
よ
し
取
沙
汰
有
之
に
付
か
ひ
た
ん
其
外
是
を
問
て
大
に
驚
き
取
も
の
も
取
あ
へ
す
出
島
を
出
て
融
制
へ
来
る
時
紅
毛
人
と
も
波
戸
場
ぜ
あ
は
た
作
品
し
く
遁
け
る
を
み
て
具
図
人
の
波
戸
場
よ
り
上
陸
せ
り
と
見
る
も
の
多
く
混
雑
の
中
な
れ
は
左
様
の
こ
と
も
あ
ら
ん
か
鹿
へ
の
法
進
櫛
の
歯
ぞ
引
か
如
し
只
今
異
園
人
上
陸
し
て
醸
の
門
前
へ
押
寄
る
と
口
々
に
呼
は
る
愛
に
於
て
用
人
上
傑
徳
右
街
門
を
.
遣
し
て
是
を
制
せ
し
む
る
に
一
克
容
云
な
れ
は
須
央
に
し
て
鎮
ま
る
猶
叉
右
三
般
の
パ
Y
テ
イ
ラ
共
可
召
捕
旨
佐
嘉
蔵
屋
敷
へ
給
人
吉
仲
勇
戒
を
も
て
申
遣
し
稲
佐
遜
見
廻
と
し
て
給
入
国
議
兎
毛
相
越
遠
見
番
長
屋
下
並
波
戸
場
遜
見
廻
と
し
て
渡
港
卒
戒
罷
出
て
出
島
見
廻
宇
喜
田
楳
減
差
遣
さ
る
λ
乙
名
頭
取
石
本
幸
四
郎
へ
町
々
取
銭
方
申
渡
さ
る
抹
雨
御
番
所
へ
遣
さ
る
所
の
山
田
吉
左
衛
門
罷
蹄
御
番
所
無
人
石
火
矢
配
時
間
之
義
不
相
調
旨
申
に
付
叉
々
配
蛍
い
た
し
人
数
等
可
相
備
の
よ
し
是
を
申
遣
さ
る
夜
五
宇
時
頃
に
も
あ
ら
ん
か
悶
書
頭
大
波
戸
よ
り
五
島
町
議
見
廻
と
し
て
出
馬
御
用
品
印
は
首
に
懸
ら
る
無
程
蹄
ら
れ
候
て
諸
家
の
聞
役
一
同
呼
出
さ
れ
異
図
人
共
致
上
陸
の
よ
し
注
進
在
之
間
銘
々
減
屋
敷
遜
心
付
上
陸
い
た
す
に
於
て
は
早
速
召
捕
手
向
等
致
さ
は
訂
拾
に
可
致
段
申
渡
さ
る
狛
御
番
所
手
蛍
之
義
並
紅
毛
人
取
民
之
事
等
心
元
な
く
忠
は
れ
け
ん
用
人
木
部
幸
八
郎
を
御
番
所
へ
猶
叉
遣
は
さ
る
抹
保
次
郎
俸
右
衛
門
雨
人
は
図
書
頭
前
を
退
て
通
話
作
三
郎
多
吉
郎
を
召
建
へ
く
申
庖
に
所
用
申
立
不
相
越
依
之
助
左
衛
門
召
蓮
可
申
と
い
へ
は
只
今
申
立
筋
有
之
付
跡
よ
り
迫
付
へ
き
よ
し
を
申
に
よ
て
保
次
郎
俸
右
街
門
は
御
役
所
附
溝
口
仙
兵
街
林
奥
次
右
術
門
を
召
連
波
戸
場
え
相
越
の
庭
助
左
衛
門
走
来
り
て
鹿
え
申
立
宣
筋
在
之
に
よ
っ
て
今
暫
可
相
待
と
云
捨
て
引
返
す
に
付
可
召
蓮
通
詞
舎
所
へ
相
越
詰
合
の
も
の
可
相
越
と
申
付
る
所
へ
多
吉
郎
来
る
に
よ
て
幸
ひ
可
召
蓮
旨
申
付
る
所
に
か
ひ
た
ん
存
寄
を
承
り
直
に
可
相
越
旨
申
間
引
取
付
見
合
居
る
内
湊
え
異
船
よ
り
乗
入
の
よ
し
回
之
者
騒
立
の
由
に
付
波
戸
場
へ
相
越
の
所
助
左
衛
門
甚
左
衛
門
相
越
に
付
則
召
蓮
て
出
加
す
助
左
衛
門
義
は
パ
グ
テ
イ
ラ
莱
入
の
よ
し
承
る
に
付
波
戸
場
へ
罷
出
る
事
に
て
申
立
る
筋
い
ま
た
御
差
固
無
之
間
一
先
引
取
右
否
相
分
り
次
第
直
に
跡
よ
り
可
来
旨
申
問
る
に
よ
て
外
般
に
て
差
蹄
し
甚
左
街
門
登
人
召
建
御
役
所
附
武
人
も
検
使
乗
船
へ
一
同
乗
組
せ
相
越
の
所
遠
見
番
嘉
悦
忠
兵
衛
莱
付
る
に
よ
て
具
般
の
様
子
等
る
慮
相
替
義
無
之
旨
申
に
付
沖
へ
相
越
異
畑
一
辺
く
莱
付
異
園
人
呼
出
候
へ
と
申
付
の
慮
甚
左
衛
門
心
得
て
高
替
に
異
般
へ
聾
冶
懸
れ
は
捻
に
成
し
ほ
ふ
せ
ま
ん
嫡
縁
に
立
出
用
事
あ
ら
は
此
方
舟
へ
来
ら
れ
よ
と
相
公
口
る
故
甚
左
衛
門
其
義
は
不
相
成
段
通
賠
い
に
す
慮
胞
器
等
数
々
厳
重
に
相
備
パ
Y
テ
イ
ラ
に
ほ
ふ
せ
ま
ん
を
来
せ
異
図
人
共
十
四
五
人
舶
の
際
ま
て
潜
寄
る
に
付
検
使
雨
人
挑
灯
出
し
ほ
ふ
せ
ま
ん
と
器
懸
れ
は
帽
子
を
取
て
合
緯
す
乗
組
の
呉
図
人
と
も
得
と
検
使
雨
人
の
や
う
を
日
英
交
誼
史
料
ハ
七
〉
l
九
商
業
と
経
済
九
み
て
何
や
ら
ん
叫
其
筒
抜
使
よ
り
甚
左
衛
門
を
以
て
何
図
仕
出
し
何
般
如
何
の
誇
に
て
雨
人
の
も
の
や
捕
へ
た
る
哉
商
寅
等
願
ひ
の
た
め
渡
来
す
る
や
と
ほ
ふ
せ
ま
ん
へ
相
等
の
慮
夜
中
は
本
般
へ
他
の
姑
付
る
事
不
相
成
の
問
明
朝
御
検
使
御
越
有
ら
は
委
細
其
僅
に
て
は
錆
ら
れ
す
何
れ
異
般
へ
乗
付
可
申
と
漕
寄
叉
々
異
園
人
呼
出
し
申
へ
し
と
甚
左
街
門
え
申
付
る
甚
左
街
門
再
路
整
懸
る
所
に
は
ふ
せ
ま
ん
般
際
に
立
出
る
に
よ
て
別
段
相
等
候
慮
の
今
傑
猫
叉
申
問
若
願
の
筋
も
有
ら
は
宜
様
に
取
牛
得
さ
す
へ
き
の
間
頭
分
の
も
の
検
使
の
般
へ
来
る
へ
し
と
遁
賂
致
す
の
所
ほ
う
せ
ま
ん
奥
へ
立
入
婚
主
へ
申
問
る
様
子
に
て
其
内
に
異
図
人
と
も
パ
巾
/
テ
イ
ラ
に
数
人
乗
組
検
使
の
加
を
狭
み
て
乗
付
る
ゆ
へ
パ
Y
テ
イ
ヲ
を
見
る
に
石
火
矢
を
前
後
に
仕
置
其
外
畑
器
数
々
有
之
抜
身
の
銅
山
寺
も
相
見
へ
胞
器
い
つ
れ
も
玉
込
の
様
子
に
て
異
般
よ
り
怪
敷
火
器
を
持
下
り
パ
Y
一アイ一ブ
へ
乗
る
殊
に
回
以
初
本
般
へ
来
付
候
二
段
に
備
ふ
る
所
の
数
挺
の
石
火
矢
一
挺
別
に
具
図
人
雨
人
つ
』
附
添
下
知
・
次
第
直
に
可
打
放
様
子
な
れ
は
検
使
其
外
大
に
驚
き
ニ
は
い
か
に
せ
ん
と
何
れ
も
生
る
こ
』
ち
は
な
か
り
け
り
既
に
莱
加
を
引
退
さ
ん
と
忠
へ
と
も
始
末
不
開
札
し
て
は
検
使
の
趣
意
不
相
立
図
書
頭
申
さ
る
』
旨
も
在
れ
は
質
悟
極
て
返
答
催
促
す
れ
は
呉
国
人
立
出
て
何
暑
か
い
へ
共
言
語
わ
か
ら
す
其
内
に
ほ
ふ
せ
ま
ん
立
出
て
申
に
は
支
那
仕
出
の
よ
し
を
答
ふ
甚
左
衛
門
一
鰹
般
形
大
に
這
り
支
那
仕
出
し
に
て
は
あ
ら
し
資
事
を
申
出
へ
し
と
い
へ
は
叉
燐
柄
仕
出
し
の
由
を
答
ふ
猶
叉
如
何
の
誇
に
て
武
人
の
阿
蘭
陀
を
捕
し
や
願
の
筋
も
有
之
は
い
か
ゃ
う
と
も
取
牛
得
さ
す
へ
し
先
雨
入
の
阿
繭
陀
返
す
へ
し
と
申
さ
せ
る
の
い
底
知
中
食
物
類
乏
敷
付
乞
所
の
品
々
申
請
る
の
上
は
雨
人
の
阿
繭
陀
差
返
し
外
に
用
事
も
無
之
候
間
明
日
に
も
蹄
帆
致
へ
き
よ
し
を
申
猫
叉
横
文
字
書
付
差
出
す
甚
左
衛
門
ひ
ら
き
見
る
に
排
柄
仕
出
し
に
て
般
主
の
名
並
水
食
物
類
之
敷
に
付
申
受
皮
の
由
を
し
る
せ
り
右
書
面
の
和
解
口
達
に
て
検
使
へ
中
間
に
よ
て
此
品
々
夜
中
に
は
手
蛍
も
調
ふ
ま
h
明
日
迄
に
は
無
相
違
差
遣
し
可
申
の
間
雨
人
の
阿
繭
陀
は
只
今
可
差
返
と
甚
左
衛
門
色
々
利
解
申
と
い
へ
と
も
承
引
せ
す
し
か
ら
は
呉
図
人
の
内
雨
人
相
波
可
申
と
甚
左
衛
門
申
誌
の
庖
異
図
人
と
も
怪
し
む
様
子
に
見
ゆ
る
に
よ
っ
て
今
晩
其
方
よ
り
雨
人
の
質
人
差
越
と
も
決
て
心
遣
ひ
の
筋
は
無
之
明
朝
食
物
類
遣
は
す
節
雨
人
の
阿
蘭
陀
差
返
さ
は
此
方
へ
預
る
或
人
も
引
替
に
可
差
返
間
質
人
出
る
様
に
と
申
す
と
い
へ
と
も
克
々
兵
図
人
承
引
せ
す
検
使
は
雨
人
の
阿
繭
陀
返
さ
』
る
内
は
蹄
帆
な
り
か
た
し
何
れ
異
般
へ
乗
移
る
へ
し
と
い
へ
は
甚
左
衛
門
其
旨
は
ふ
せ
ま
ん
を
以
て
申
遣
す
の
彪
然
は
本
船
へ
乗
移
る
様
に
と
嫡
主
申
の
よ
し
ほ
ふ
せ
ま
ん
俸
之
と
い
へ
と
も
怪
敷
申
分
故
甚
左
衛
門
不
審
に
忠
ふ
所
に
検
使
よ
り
は
如
何
の
子
細
を
相
等
る
故
右
之
趣
を
申
に
よ
っ
て
検
使
雨
人
さ
ら
は
本
船
へ
一
来
移
る
へ
し
と
い
へ
は
叉
々
甚
左
街
門
ほ
ふ
せ
ま
ん
へ
御
検
使
乗
般
在
て
も
調
不
敬
之
義
無
之
哉
と
再
臆
相
等
の
慮
ほ
ふ
せ
ま
ん
答
て
右
は
異
図
人
と
も
申
所
也
自
分
に
於
て
は
何
と
も
難
申
の
旨
申
之
何
と
や
ら
ん
様
子
あ
り
け
な
る
中
分
に
付
甚
左
衛
門
検
伎
の
来
婚
す
る
事
を
止
め
御
役
所
附
な
と
も
骨
子
、
様
子
見
詰
て
一
同
差
止
る
日
英
交
活
史
料
ハ
七
〉
一
九
三
商
業
と
経
済
一
九
四
故
検
使
猫
務
す
る
内
ほ
ふ
せ
ま
ん
高
麗
に
て
平
々
異
加
を
離
る
へ
し
と
頻
に
呼
は
る
是
に
よ
り
て
異
般
を
潜
は
な
れ
て
検
使
の
婦
は
神
崎
に
滞
般
し
て
右
の
失
策
を
荒
培
手
紙
に
認
横
文
字
相
添
御
役
所
附
奥
共
右
衛
門
に
持
せ
て
鹿
へ
差
越
し
猶
差
闘
を
待
て
同
所
に
滞
加
し
て
拘
居
る
に
夜
も
は
や
丑
み
つ
頃
に
な
れ
と
も
異
嫡
出
帆
の
様
子
も
無
之
に
付
検
使
雨
入
、
は
雨
御
番
所
へ
相
越
備
立
手
蛍
等
之
義
可
申
談
と
潜
出
の
慮
右
備
立
催
促
と
し
て
罷
出
ぬ
る
山
田
士
口
左
衛
門
花
井
常
裁
に
行
合
に
付
同
船
し
て
国
書
頭
差
国
之
趣
等
申
談
猶
叉
用
人
木
部
幸
八
郎
も
来
る
に
付
同
様
戸
町
御
番
所
へ
相
越
番
頭
蒲
原
次
右
衛
門
え
人
数
手
配
之
義
催
促
致
の
庭
深
堀
諌
早
の
勢
い
ま
た
相
越
不
申
に
付
相
待
候
様
申
問
前
文
最
初
検
使
異
姑
近
く
相
越
候
筒
は
夜
中
他
之
般
本
般
へ
乗
付
る
義
は
不
相
成
段
ほ
ふ
せ
ま
ん
答
て
後
に
乗
付
る
時
は
乗
艦
致
へ
し
と
申
問
其
後
本
加
を
惑
か
に
隣
る
』
様
に
と
申
間
前
後
不
蛍
の
・
次
第
如
何
哉
と
ほ
ふ
せ
ま
ん
蹄
候
後
相
等
候
庭
最
初
パ
Y
テ
イ
ラ
に
て
出
し
時
御
等
之
趣
異
図
人
共
へ
申
問
し
時
は
夜
中
他
の
般
本
般
へ
乗
付
る
事
不
相
成
問
明
朝
御
検
使
御
出
候
様
に
と
申
捨
パ
Y
-
ア
イ
ヲ
は
蹄
り
申
候
然
ル
慮
御
検
伎
の
畑
本
加
へ
消
'
付
ら
れ
最
初
御
専
の
趣
叉
々
被
仰
向
願
筋
も
有
之
は
紳
妙
に
相
願
候
や
う
に
と
加
主
へ
申
問
底
知
は
排
柄
仕
出
し
に
て
水
食
物
等
乏
敷
相
成
候
故
右
品
々
乞
請
候
得
は
外
に
所
用
も
無
之
故
紅
毛
人
差
返
し
明
日
に
も
可
致
出
帆
旨
返
答
い
た
し
水
野
菜
は
明
朝
無
相
建
可
差
遣
問
紅
毛
人
は
今
晩
差
返
可
申
紅
毛
人
差
返
さ
』
る
内
は
検
使
腕
帆
難
成
の
間
若
紅
毛
人
不
差
返
候
は
』
乗
組
の
内
異
図
人
武
人
可
差
出
外
に
も
苓
る
事
在
之
間
検
使
致
莱
船
候
て
宜
候
哉
と
渇
詞
中
に
付
依
之
船
主
よ
り
は
采
舶
な
さ
れ
候
ゃ
う
申
間
候
然
ル
に
検
使
致
乗
船
て
も
不
敬
之
義
は
無
之
哉
と
通
詞
強
て
被
等
候
故
船
主
は
決
て
不
敬
不
致
と
申
候
得
共
非
、
義
は
何
と
も
難
申
段
怪
み
返
答
致
し
候
誇
は
其
節
船
主
甚
憤
り
候
顔
色
に
て
何
か
子
細
可
在
之
様
子
に
見
請
候
故
自
然
検
使
乗
船
之
上
狼
籍
有
之
候
義
も
難
斗
候
間
検
伎
の
舶
は
離
れ
候
方
可
然
存
早
々
本
舶
を
は
な
れ
候
様
申
候
内
船
主
も
如
何
の
弐
第
に
候
哉
日
本
舶
は
本
舶
を
離
れ
候
ゃ
う
頻
に
申
問
候
由
ほ
ふ
せ
ま
ん
申
問
ル
排
出
に
て
は
検
使
よ
り
差
越
慮
の
書
中
異
船
よ
り
差
出
横
文
字
書
付
と
も
月
番
予
国
書
頭
前
へ
持
出
て
入
披
見
横
文
字
直
に
作
三
郎
へ
和
解
申
付
の
庭
主
申
之
候
右
之
遁
和
解
差
出
付
岡
常
一
回
一
脱
走
を
被
見
て
異
人
等
任
乞
右
の
品
々
差
遣
紅
毛
人
と
引
替
に
致
す
へ
し
と
此
加
緋
柄
仕
出
し
に
て
船
頭
の
名
び
う
ろ
う
と
中
候
船
中
水
食
物
類
之
敷
相
成
候
付
申
受
度
旨
結
ほ
ふ
ぜ
ま
ん
し
さ
ん
む
ろ
差
回
在
之
に
付
其
旨
波
戸
揚
役
呼
出
し
野
菜
薪
蕪
根
キ
等
用
意
申
付
御
代
官
手
代
え
水
加
堂
般
早
々
差
出
候
ゃ
う
中
波
右
品
々
取
揃
差
遣
し
沖
検
使
差
回
を
請
相
渡
候
様
申
件
遣
す
倍
叉
御
船
頭
隠
居
土
師
喜
八
再
勤
の
事
水
主
共
帯
刀
願
書
御
代
官
手
代
持
参
す
此
筒
非
常
の
義
に
も
有
之
間
支
配
に
て
程
能
様
取
日
英
交
通
史
料
ハ
七
〉
一
九
五
商
業
と
経
済
a
'
u
a
、
-
fノ
」
ノ
牛
候
や
う
に
と
申
渡
さ
る
五
ク
所
宿
老
一
同
召
出
江
戸
朕
回
九
左
衛
門
、
京
E
知
部
・
次
郎
左
衛
門
、
大
阪
薩
摩
屋
仁
兵
街
、
堺
佃
屋
叉
右
衛
門
交
代
に
来
る
高
木
藤
一
郎
地
下
宿
老
森
叉
左
衛
門
、
演
武
一
五
右
衛
門
、
徳
見
茂
四
郎
、
林
猪
三
太
等
訴
へ
て
先
年
南
野
畑
焼
打
之
節
舟
仕
切
之
義
宿
老
一
手
に
て
取
切
候
例
在
之
と
も
蛍
時
右
鰹
之
義
は
不
及
力
候
へ
共
手
附
の
人
足
等
五
ク
所
合
所
へ
匁
相
詰
置
候
付
御
用
之
義
承
皮
旨
申
出
る
大
阪
堺
宿
老
は
別
に
廻
嫡
或
三
百
石
よ
り
五
六
百
石
積
み
般
都
合
九
般
蛍
一
段
に
相
見
候
間
御
用
立
申
度
旨
申
出
ル
且
叉
通
詞
作
三
郎
を
も
て
か
び
・
に
ん
申
出
に
は
捕
は
れ
の
紅
毛
人
取
戻
と
し
て
ヨ
ン
ハ
シ
ユ
ヤ
の
印
を
以
て
笠
の
品
差
遣
義
相
違
有
之
間
敷
旨
兵
般
へ
中
退
皮
由
付
其
趣
取
牛
候
様
申
渡
さ
る
右
横
文
字
の
和
解
水
食
用
之
類
差
選
候
は
』
雨
人
之
紅
毛
人
可
被
差
返
と
之
趣
致
承
知
候
右
雨
人
之
者
被
差
返
候
上
は
水
食
用
の
品
御
差
越
相
成
候
様
御
奉
行
所
え
御
願
中
上
差
遣
候
義
相
違
無
乙
候
銭
其
こ
ん
は
に
や
印
形
い
た
し
遣
侯
か
び
た
んへ
ん
で
れ
き
と
う
ふ
O 
猫
以
笠
の
品
々
雨
人
之
阿
南
陀
被
告
一
江
氾
候
節
御
申
越
可
在
之
段
-
恥
御
番
所
手
薄
の
趣
什
治
々
検
使
差
遣
と
い
九
と
も
備
相
立
候
趣
不
申
来
図
書
頭
心
元
な
く
忠
は
れ
て
叉
々
人
見
藤
左
衛
門
荒
堀
五
兵
衛
差
遣
さ
る
御
船
佳
行
丸
に
乗
組
武
器
等
貯
可
出
船
旨
夜
中
被
申
付
雨
人
早
漣
鹿
を
退
く
波
戸
場
に
相
越
の
慮
佳
行
丸
舶
浮
御
船
飾
等
手
間
取
遅
刻
に
及
ひ
践
六
時
頃
出
加
す
荒
堀
五
兵
衛
は
引
下
ク
勤
之
島
月
分
故
鎚
匁
持
皮
段
願
に
付
此
節
之
義
故
被
差
完
貸
鎚
鋳
持
て
出
る
此
時
中
村
総
次
郎
可
参
旨
国
書
頭
被
及
差
国
之
慮
櫨
次
郎
申
様
差
込
を
不
致
持
参
付
難
参
段
答
之
国
書
頭
申
さ
る
』
は
夫
は
事
欠
へ
し
持
古
し
候
へ
共
自
分
差
込
を
可
用
立
間
差
用
せ
ら
る
へ
し
と
申
さ
れ
自
分
差
料
の
品
一
一
石
込
取
寄
れ
し
所
に
叉
縫
次
郎
日
江
戸
表
出
立
の
時
分
鍛
養
子
願
出
置
候
慮
其
人
な
き
の
願
書
を
出
置
候
間
一
向
一
事
あ
ら
は
不
相
演
と
し
て
不
行
愛
に
於
て
人
見
藤
左
衛
門
進
出
て
可
参
由
申
之
藤
左
衛
門
淡
廻
り
に
出
て
蹄
り
聞
も
な
き
事
故
縫
次
郎
可
参
順
の
慮
彼
自
疋
申
逃
候
故
藤
左
衛
門
見
粂
て
進
出
大
り
日
記
に
よ
て
図
書
一
以
無
是
非
藤
左
衛
門
え
再
ひ
出
船
申
付
ら
れ
候
縫
・
次
郎
か
申
逃
る
h
を
み
て
人
々
悪
み
叉
大
に
笑
ふ
も
の
あ
り
う
し
ろ
指
さ
し
怒
も
の
こ
そ
な
か
り
け
れ
笠
れ
は
十
六
日
異
般
に
銭
引
上
る
に
付
幸
ひ
鹿
に
か
ひ
K
ん
居
合
す
れ
は
印
見
極
め
よ
し
と
て
遠
眼
鏡
を
見
す
る
に
か
ひ
た
ん
堅
一
み
て
是
ヱ
ケ
レ
ス
図
の
寧
舶
な
り
と
申
間
ル
夜
中
取
調
置
今
日
江
戸
表
へ
の
注
唯
一
刻
付
宿
次
テ
以
言
上
左
之
通
今
十
五
日
反
刻
頃
白
帆
般
相
見
候
段
深
堀
詰
松
平
肥
前
守
家
来
致
注
進
並
野
母
御
番
所
遠
見
番
之
日
英
交
治
史
料
ハ
七
U
一
九
七
商
業
と
経
済
一
九
八
者
共
よ
り
阿
蘭
陀
般
之
段
迫
A
N
法
進
中
出
候
付
検
使
之
者
差
出
銭
縫
合
在
留
阿
蘭
陀
人
武
人
召
蓮
於
紳
崎
遜
大
加
え
近
寄
候
慮
右
姑
よ
り
も
紅
白
青
之
旗
差
出
疑
敷
も
無
之
阿
蘭
陀
之
旗
印
付
猶
近
寄
活
滞
仕
候
庖
紅
毛
舶
に
て
吹
噌
昭
仕
出
候
段
紅
毛
認
を
以
申
間
候
間
乗
移
可
申
慮
右
澱
よ
り
小
加
冶
下
十
四
五
人
下
立
紅
毛
人
乗
般
へ
近
寄
途
封
談
候
趣
相
見
候
慮
右
十
四
五
人
之
者
共
錫
抜
連
水
主
を
驚
右
肩
川
縫
合
罷
出
候
紅
毛
人
武
人
を
召
捕
本
加
え
連
行
理
不
重
之
様
子
相
見
候
へ
共
荒
立
候
は
h
直
に
蹄
帆
可
仕
も
難
斗
候
付
其
億
検
使
之
者
罷
蹄
右
之
趣
申
伺
候
先
程
に
取
斗
若
魯
西
原
暗
に
御
座
候
は
h
湊
内
引
入
蝦
夷
地
飢
妨
を
も
相
札
候
積
付
叉
々
検
使
之
者
差
出
本
焔
え
乗
移
召
捕
候
紅
毛
人
武
人
取
戻
候
様
申
付
差
遣
候
若
右
紅
毛
人
芳
一
民
不
申
手
向
等
を
も
致
候
様
子
御
座
候
は
h
右
姉
打
砕
候
様
松
平
肥
前
守
松
平
官
兵
衛
え
申
達
候
右
付
雨
御
番
所
其
外
厳
重
相
備
候
様
申
渡
候
事
一
夜
六
時
過
小
船
或
三
般
人
数
二
三
拾
人
程
乗
組
決
内
え
乗
入
候
段
注
進
申
出
候
付
早
々
召
捕
候
様
雨
御
番
所
え
検
使
を
以
及
活
一
A
固
猶
叉
蛍
所
諮
問
役
之
者
え
も
其
段
巾
渡
候
白
地
夜
中
之
義
故
院
と
不
相
分
右
小
舶
来
騎
手
合
不
仕
候
事
一
右
付
大
村
上
総
介
え
も
人
数
差
出
陸
地
相
同
候
様
申
達
其
外
近
園
の
諸
家
間
役
え
も
右
之
趣
申
渡
此
上
数
純
等
も
相
培
候
様
子
候
は
』
人
数
差
出
候
様
可
申
蓬
可
旨
申
達
候
委
細
之
義
は
吟
味
之
上
治
治
々
可
申
上
候
事
以
上
八
月
十
五
日
松
平
岡
書
頭
御
連
名
右
之
趣
諸
司
代
御
城
付
え
も
鋳
承
知
申
遺
之
曲
淵
甲
斐
守
放
中
え
茂
申
遺
之
雨
御
番
所
今
以
備
不
相
立
不
安
心
之
趣
検
使
四
人
よ
り
御
役
所
附
溝
口
仙
兵
衛
を
以
申
越
之
高
木
作
左
衛
門
手
代
呼
出
し
作
右
衛
門
稲
佐
郷
岡
場
所
引
取
野
母
支
配
所
え
固
候
様
可
申
遺
旨
申
渡
さ
る
人
数
之
義
作
嘉
え
可
申
達
候
得
共
猫
叉
作
右
衛
門
よ
り
も
被
達
候
様
申
遣
さ
る
作
右
衛
門
無
程
鹿
へ
罷
出
猫
叉
手
配
等
之
義
申
合
ら
れ
作
右
衛
門
印
刻
野
母
え
出
張
す
人
見
藤
左
衛
門
其
外
之
者
よ
り
今
朝
ハ
御
役
所
附
溝
口
仙
兵
衛
を
以
申
越
候
雨
御
番
所
手
薄
に
て
人
数
配
付
等
渇
々
及
催
促
候
慮
訣
平
人
数
無
程
来
る
へ
し
と
の
相
答
参
差
時
刻
治
定
の
答
も
無
之
横
文
字
通
詞
よ
り
異
結
へ
遣
し
方
段
々
子
延
に
相
成
漸
只
今
出
精
致
き
す
る
旨
申
越
之
叉
々
肥
前
聞
役
関
俸
之
允
を
呼
出
さ
れ
国
主
日
頭
逢
れ
精
々
巾
蓬
焼
打
之
義
如
何
手
蛍
致
候
哉
右
焼
沈
方
可
承
と
申
達
候
慮
偉
之
允
答
て
聞
役
の
者
は
右
之
義
不
相
耕
事
に
付
深
堀
役
々
の
も
の
え
申
遺
書
付
取
て
可
差
出
旨
申
之
御
代
官
官
同
木
作
右
衛
門
野
母
え
出
張
付
回
人
数
可
差
出
旨
申
淫
之
倖
之
允
退
去
異
姑
沈
方
之
義
林
伊
三
太
、
石
本
幸
四
郎
、
田
口
惣
兵
衛
、
中
山
作
三
郎
等
申
立
る
弐
日
英
交
通
史
料
ハ
七
〉
一
九
九
商
業
主
経
済
ニ
O
O
第
も
有
之
猫
手
段
之
義
委
細
開
札
堺
宿
老
高
木
藤
一
郎
え
大
阪
堺
の
廻
舶
の
碇
綱
を
早
く
取
集
林
伊
三
太
え
相
渡
へ
し
と
申
渡
さ
れ
右
の
手
段
に
取
懸
る
抹
叉
沖
に
て
は
検
使
の
面
々
雨
御
番
所
人
数
不
相
揃
に
付
し
き
り
に
催
促
し
て
舶
に
拘
居
る
内
に
夜
も
明
ぬ
れ
は
遠
見
鏡
を
も
て
異
胞
を
笠
に
パ
Y
テ
イ
ラ
三
四
般
異
般
の
廻
に
下
し
異
図
人
五
六
人
グ
、
乗
組
先
は
騒
な
る
憾
に
在
之
人
見
藤
左
衛
門
荒
堀
五
兵
衛
佳
行
丸
御
船
に
乗
加
し
て
御
番
所
え
来
付
検
使
之
而
々
え
同
書
頭
巾
合
ら
る
h
旨
を
俸
へ
紅
毛
人
差
返
さ
は
水
野
菜
等
遣
し
か
ひ
・
に
ん
よ
り
異
舶
へ
遣
す
所
の
ヨ
シ
ア
J
ヤ
印
の
横
文
字
通
詞
持
参
致
す
に
付
先
右
の
書
翰
差
遣
方
可
然
と
衆
評
議
決
し
て
則
通
詞
茜
左
衛
門
義
十
郎
に
持
せ
て
御
役
所
附
仙
兵
衛
差
添
異
図
加
え
差
遣
す
兵
組
よ
り
は
し
き
ん
む
る
執
筆
の
返
書
差
出
候
を
請
取
て
罷
蹄
和
解
食
物
類
本
加
え
申
請
候
上
は
外
用
向
も
無
之
付
私
共
芳
一
返
し
可
申
旨
厚
ク
御
挨
拶
致
候
様
と
の
義
御
座
候
此
段
私
よ
り
平
々
申
入
候
し
き
ん
む
る
治
て
船
主
被
相
頼
候
は
般
中
病
人
在
之
候
付
生
牛
並
野
牛
御
遺
可
被
下
候
右
品
参
り
不
申
て
は
出
加
難
相
成
候
船
主
名
印
右
之
船
印
名
印
と
相
見
候
へ
共
聡
と
相
分
り
不
申
候
占
ん
お
ろ
し
や
文
字
と
は
相
見
不
申
候
右
横
文
字
鹿
へ
差
越
に
よ
て
図
書
頭
是
を
み
て
申
さ
る
』
に
は
紅
毛
人
取
戻
食
物
遺
候
上
不
躍
の
致
方
等
相
札
不
束
之
答
等
い
た
し
其
佳
出
帆
之
趣
に
候
は
』
打
砕
之
義
肥
前
家
来
え
申
達
へ
し
と
検
使
の
面
A
M
え
被
申
越
に
付
狛
右
之
趣
雨
御
番
所
番
頭
え
申
談
候
内
午
刻
頃
異
図
人
パ
Y
テ
イ
ラ
に
て
御
番
所
近
く
采
・
来
る
紅
毛
人
乗
組
居
決
様
相
見
候
付
御
役
所
附
遁
詞
え
申
付
様
子
見
届
候
様
検
使
よ
り
申
付
候
慮
念
-
一
米
に
乗
出
す
白
地
パ
Y
一
ア
イ
ラ
に
て
は
迫
駈
る
様
子
見
受
候
哉
パ
Y
テ
イ
ラ
は
太
田
尾
議
よ
り
沖
手
の
方
へ
引
返
し
迫
付
申
さ
』
る
に
付
引
取
蹄
る
水
野
菜
の
義
紅
毛
人
を
請
取
候
上
差
遣
へ
し
と
図
書
頭
被
及
差
問
候
得
北
ハ
左
候
て
は
紅
毛
人
支
返
の
程
無
受
束
外
口
聞
と
達
ひ
食
物
の
事
に
候
得
は
偽
も
有
之
間
敷
の
関
野
菜
水
差
選
候
方
可
然
と
検
使
の
両
々
其
外
の
者
迄
も
評
義
一
決
し
て
士
口
左
衛
門
常
蔵
木
部
幸
八
郎
助
左
街
門
多
吉
郎
召
建
治
々
臆
へ
罷
出
右
之
趣
国
書
頭
え
申
の
慮
其
旨
被
開
演
候
付
常
減
幸
八
郎
召
建
叉
々
沖
へ
相
越
間
湾
之
趣
を
俸
ふ
吉
左
衛
門
外
に
用
在
て
鹿
に
残
り
沖
異
舶
警
固
之
義
は
佐
賀
大
村
杯
よ
り
差
出
先
裕
候
得
共
い
ま
に
何
方
よ
り
も
不
差
出
遠
見
番
の
結
五
般
港
守
し
て
居
た
り
し
か
異
舶
よ
り
パ
巾
ノ
一
ア
イ
ラ
に
十
人
斗
乗
組
遠
見
番
の
般
を
目
さ
し
て
治
来
る
故
す
は
や
事
こ
そ
あ
ら
ん
と
遠
見
番
五
般
一
所
に
も
や
ひ
弓
鍛
は
入
さ
れ
と
も
船
底
に
手
鑓
用
意
し
た
れ
は
手
に
ノ
、
是
を
携
へ
て
今
や
お
そ
し
と
待
居
た
り
パ
Y
テ
イ
ラ
程
近
く
来
て
宣
人
帽
子
を
取
て
招
く
あ
り
さ
れ
と
も
い
か
な
る
工
み
や
在
ら
ん
と
日
英
交
通
史
料
爪
七
〉
二
O
商
業
と
総
抗
二
O
二
各
た
め
ら
ひ
て
拘
居
る
所
に
無
程
パ
グ
一
ア
イ
ラ
近
寄
五
般
の
般
の
巽
中
に
消
来
て
遠
見
番
嘉
悦
忠
兵
衛
別
府
恒
三
郎
乗
組
居
る
般
へ
撰
差
渡
紅
毛
人
ほ
ふ
せ
ま
ん
を
つ
と
突
込
て
パ
り
テ
イ
ラ
は
矢
の
こ
と
く
に
漕
跨
る
非
、
有
様
パ
内
/
・
ア
イ
ラ
左
右
に
胞
器
を
仕
懸
乗
組
の
も
の
共
短
筒
を
持
或
は
鑓
銀
等
有
之
中
に
銭
胞
な
ら
で
は
向
ひ
か
た
き
様
子
な
れ
は
其
億
件
の
紅
毛
人
ほ
ふ
せ
ま
ん
を
受
取
早
速
召
連
雨
御
番
所
に
拘
居
る
所
の
検
使
来
鵡
佳
行
丸
え
莱
付
右
の
・
次
第
を
忠
兵
衛
相
届
検
使
の
般
へ
ほ
ふ
せ
ま
ん
を
諮
取
通
詞
才
右
衛
門
茂
十
郎
を
呼
て
呉
舶
の
様
子
ほ
ふ
せ
ま
ん
一
人
差
返
候
子
細
等
相
札
先
一
人
返
し
候
上
は
水
野
菜
…
怒
峨
々
直
に
遣
し
候
・
万
可
然
と
て
通
詞
甚
左
衛
門
茂
十
郎
御
役
所
附
仙
兵
街
を
添
て
兵
部
へ
差
遣
す
拡
ほ
ふ
せ
ま
ん
は
品
々
鹿
へ
可
召
蓮
と
て
倖
右
衛
門
雨
組
恵
七
通
詞
才
右
衛
門
一
同
乗
組
鹿
へ
罷
越
候
か
ひ
た
ん
以
下
の
も
の
共
康
問
に
出
向
ほ
ふ
せ
ま
ん
に
逢
て
悦
事
限
り
な
し
図
書
説
右
の
次
第
逸
々
問
か
れ
て
即
時
ノ
嫡
よ
り
芳
一
越
所
の
横
文
字
ほ
ふ
せ
ま
ん
持
参
致
す
に
よ
て
右
和
解
目
活
に
て
申
付
ら
れ
針
面
所
へ
被
出
通
詞
目
付
義
健
之
進
通
詞
名
村
多
吉
郎
か
ひ
た
ん
一
同
罷
出
か
ひ
た
ん
書
翰
之
趣
設
上
ナ
致
活
問
川
和
解
左
之
通
咋
日
ほ
ふ
せ
ま
ん
し
き
ん
む
る
端
舟
を
以
本
般
へ
蓮
越
候
誇
は
洋
中
食
物
相
切
レ
候
付
今
日
右
品
々
御
殿
の
mN
新
牛
ひ
申
候
依
之
は
ふ
せ
ま
ん
上
陸
鍔
致
候
間
食
物
類
何
卒
今
日
中
本
知
へ
御
秀
一
越
可
被
下
候
左
候
時
は
今
登
人
残
置
候
し
き
ん
む
る
差
返
し
直
に
出
帆
可
仕
候
若
今
日
中
御
差
迭
於
無
之
は
明
朝
迄
に
日
本
般
唐
般
等
焼
挽
可
申
候
右
之
趣
国
書
頭
間
れ
て
不
興
気
に
て
奥
え
被
入
猶
焔
中
の
始
末
開
札
候
様
申
付
ら
る
通
詞
承
札
書
付
差
出
す
筆
者
紅
毛
人
乗
船
之
上
船
頭
ゑ
け
れ
す
銭
胞
を
手
に
持
相
事
候
は
阿
蘭
陀
蛍
年
或
般
吹
瑠
噌
表
仕
出
し
右
般
芳
一
舶
致
し
候
と
存
候
湊
内
に
繋
.
り
居
候
哉
可
申
間
有
睦
不
申
間
に
於
て
は
此
餓
胞
に
て
打
殺
候
と
相
等
候
付
未
阿
蘭
陀
加
入
津
無
之
趣
筆
者
紅
毛
人
相
答
候
慮
端
畑
三
般
下
し
一
般
に
五
十
人
ッ
、
乗
組
織
胞
石
火
矢
其
外
武
器
相
備
阿
繭
陀
湊
内
に
繋
居
候
有
無
相
札
候
鍔
咋
夜
端
館
三
般
湊
内
え
参
り
候
一
か
ひ
た
ん
義
は
何
故
参
り
不
申
候
哉
と
般
主
相
等
候
山
町
田
時
相
痛
居
付
参
り
不
申
候
一
本
姑
人
数
三
百
五
十
人
程
乗
組
居
申
候
右
は
筆
者
紅
毛
人
物
地
之
趣
か
ひ
た
ん
申
出
候
付
中
上
候
以
上
辰
八
月
図
書
硯
奥
に
被
入
申
さ
る
』
は
兵
人
共
緩
怠
也
竪
之
品
を
於
不
遣
は
湊
中
の
舶
共
焼
梯
ん
と
巾
透
る
徐
り
に
法
外
な
る
申
分
な
れ
は
笠
の
品
々
遣
は
す
に
及
は
す
是
よ
り
先
を
駈
て
焼
打
す
へ
.
し
と
て
佐
官
加
問
役
闘
停
之
允
筑
前
花
房
久
七
呼
出
し
書
院
に
於
て
直
に
被
申
達
候
は
兵
図
般
よ
り
か
ひ
た
ん
え
以
書
翰
日
英
交
通
史
料
ハ
七
〉
二
O
三
商
業
と
経
済
二
O
凶
申
越
候
は
笠
之
品
々
今
晩
迄
に
不
相
迭
に
於
て
は
湊
内
焔
焼
挽
可
申
段
申
越
之
不
持
至
極
之
義
付
品
々
是
よ
り
先
を
駈
焼
訂
可
致
候
其
鍔
図
書
到
に
も
御
番
所
え
可
致
出
張
候
間
念
キ
其
用
意
致
し
未
人
数
参
若
無
之
候
は
』
佐
嘉
蔵
屋
敷
並
筑
前
水
浦
屋
敷
に
有
合
之
人
数
引
連
雨
人
と
も
罷
出
候
様
念
皮
被
申
達
候
慮
俸
之
允
答
て
焼
打
之
手
段
深
堀
よ
り
返
答
不
申
越
候
間
暫
く
猫
深
致
し
候
様
に
と
申
失
の
間
へ
引
て
用
人
徳
右
街
門
え
右
同
様
之
趣
申
間
停
之
允
久
七
の
み
に
て
再
廃
同
様
之
答
も
恐
入
候
付
蹄
宅
之
上
重
役
之
者
へ
猶
叉
中
間
へ
し
と
て
退
散
す
抹
沖
に
て
は
水
野
菜
等
兵
加
え
差
遣
返
事
選
し
と
待
所
に
暮
に
及
て
甚
左
衛
門
茂
十
郎
防
来
て
牛
野
牛
等
差
越
候
上
は
今
登
人
も
差
返
可
巾
と
ゑ
け
れ
す
舶
主
申
出
候
段
申
間
猶
叉
横
文
字
差
出
す
和
解
咋
夜
書
中
を
以
御
願
申
入
候
水
野
菜
類
今
日
御
差
越
被
下
御
際
、
を
以
早
速
般
中
相
用
右
付
段
々
御
心
添
被
下
恭
・
一
仔
候
然
は
私
上
陸
之
義
は
牛
野
牛
等
積
請
候
上
上
陸
鍔
致
候
と
の
義
御
座
候
抹
叉
薪
之
義
は
格
別
加
中
入
用
候
間
何
卒
二
税
分
程
も
御
差
越
被
下
度
旨
船
主
申
出
候
義
御
座
候
し
き
ん
む
る
右
横
文
字
差
出
引
続
叉
々
横
文
字
差
出
候
和
解
咋
白
書
中
を
以
申
入
候
水
野
菜
今
日
御
差
越
被
下
本
加
え
積
請
申
候
右
付
厚
く
御
心
添
被
下
手
高
恭
存
候
私
上
陸
之
義
牛
野
午
等
積
請
候
迄
は
上
陸
難
成
候
且
叉
御
願
申
宋
候
得
共
水
芋
並
薪
右
は
何
卒
平
く
御
差
越
被
下
候
様
御
殿
申
伎
7]( 
五
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百
斤
右
は
本
結
よ
り
差
迭
仰
天
候
様
般
頭
よ
り
相
願
申
義
に
御
座
候
以
上
し
き
ん
む
る
先
刻
俸
之
允
久
七
え
申
達
ら
れ
候
焼
打
之
義
返
答
延
引
重
役
之
者
も
未
相
越
候
付
停
之
允
久
七
呼
出
さ
れ
逗
付
雨
人
罷
出
申
問
候
は
焼
打
手
段
位
す
い
ま
た
深
堀
よ
り
不
申
越
段
々
仕
組
方
も
有
之
義
故
延
引
相
成
之
白
岡
常
一
日
現
出
張
を
止
候
諒
に
は
無
之
焼
打
仕
組
方
不
相
調
候
段
申
問
其
上
私
共
は
間
稼
役
に
て
軍
役
は
粂
不
申
な
と
h
用
人
徳
右
衛
門
へ
申
問
時
も
な
き
事
と
も
手
を
か
へ
品
を
か
へ
と
に
か
く
申
延
し
毎
度
同
し
趣
な
れ
は
徳
右
衛
門
も
時
の
明
ぬ
事
と
や
閉
山
ひ
け
ん
混
雑
の
中
な
れ
は
口
上
承
蓬
等
有
之
て
は
如
何
に
付
認
可
置
段
断
候
て
雨
人
の
前
に
て
其
旨
留
置
候
武
百
年
来
か
λ
る
事
の
な
か
り
し
御
代
な
れ
は
油
断
も
あ
る
へ
き
な
れ
と
鍋
島
家
の
恥
辱
と
そ
忠
は
れ
し
固
ま
日
頃
俸
之
允
か
申
旨
を
問
れ
て
肥
前
人
数
手
薄
な
れ
は
中
々
焼
打
も
不
相
成
無
謀
の
働
も
如
何
に
付
笠
の
品
々
差
遣
紅
毛
人
雨
人
取
戻
候
は
h
直
に
蹄
帆
い
た
し
候
と
も
其
億
可
差
置
旨
人
見
藤
左
街
門
其
外
沖
出
の
検
使
え
山
田
吉
左
衛
門
を
以
申
遣
さ
る
拡
叉
か
ひ
た
ん
脱
出
候
は
ほ
ふ
せ
ま
ん
を
以
て
ゑ
け
れ
す
婚
主
よ
り
願
の
品
々
差
透
度
且
其
節
ほ
ふ
せ
ま
ん
も
差
添
呉
国
加
へ
差
遣
申
皮
段
通
詞
作
三
郎
多
吉
郎
申
出
候
付
同
書
頭
間
れ
て
乞
承
る
日
英
交
通
史
料
〈
七
〉
二
O
五
商
業
と
経
済
二
O
六
品
々
は
差
遣
可
申
也
ほ
ふ
せ
ま
ん
再
ひ
兵
般
へ
参
ら
ん
事
如
何
有
へ
し
叉
々
引
留
る
程
も
難
斗
の
間
品
ん
パ
斗
差
遣
事
演
へ
し
と
申
渡
さ
れ
候
慮
狛
か
ひ
た
ん
申
出
候
は
右
品
々
ほ
ふ
せ
ま
ん
付
添
迭
選
候
は
h
し
き
ん
む
る
も
一
同
差
返
可
申
と
堅
く
焔
主
約
定
致
候
故
ほ
ふ
せ
ま
ん
参
ら
す
ん
は
違
約
に
相
成
し
き
ん
む
る
身
分
に
も
相
拘
る
義
も
難
牛
旨
ほ
ふ
せ
ま
ん
申
之
狛
叉
か
ひ
た
ん
申
に
は
た
と
へ
ほ
ふ
せ
ま
ん
再
相
越
注
も
引
留
候
義
は
決
て
有
之
悶
敷
得
と
助
排
す
る
に
加
主
申
越
所
の
品
々
成
丈
員
数
相
揃
差
迭
に
於
て
は
異
人
等
感
悦
い
た
し
無
意
雨
人
と
も
可
差
返
と
存
の
旨
申
出
る
付
回
全
国
頭
間
れ
て
注
も
雨
家
の
勢
を
以
此
方
'
よ
り
強
打
す
へ
き
手
段
も
不
相
調
上
叉
か
ひ
た
ん
の
願
も
其
謂
れ
な
き
に
あ
ら
さ
れ
は
可
任
骨
子
、
意
旨
申
付
ら
る
愛
に
於
て
牛
野
牛
共
外
会
用
の
品
々
取
揃
ほ
ふ
せ
ま
ん
付
添
通
詞
岩
瀬
粥
十
郎
御
役
所
附
差
添
申
中
刻
頃
沖
の
御
番
所
に
罷
在
検
使
の
元
迄
差
遣
右
之
次
第
並
積
丈
宇
和
解
と
も
山
田
吉
左
街
門
を
以
差
遣
す
藤
左
衛
門
其
外
へ
見
せ
午
野
牛
等
遣
の
間
紅
毛
人
武
人
と
も
請
取
候
上
に
て
引
取
中
へ
し
肥
前
人
数
相
揃
不
申
打
挽
之
義
手
段
も
不
相
調
御
番
所
も
手
薄
の
義
付
紅
毛
人
受
取
候
後
直
に
異
畑
出
帆
候
と
も
其
佳
出
帆
鍔
致
な
ま
な
か
此
方
よ
り
手
出
致
し
兵
般
引
返
し
淡
内
へ
一
来
入
候
て
は
御
番
所
相
立
問
敷
の
旨
其
偉
出
帆
致
さ
せ
へ
き
の
旨
吉
左
衛
門
佳
行
丸
え
相
越
膝
左
衛
門
其
外
へ
相
蓬
す
佳
行
丸
に
て
は
酉
の
上
刻
頃
右
品
々
ほ
ふ
せ
ま
ん
其
外
附
添
来
候
付
検
使
一
同
集
り
同
書
頭
被
申
越
の
趣
得
と
評
議
之
上
菊
は
ふ
せ
ま
ん
相
越
候
て
も
引
駒
田
不
巾
し
き
ん
む
る
一
同
返
し
可
申
哉
狛
又
ほ
ふ
せ
ま
ん
内
存
之
趣
を
も
相
札
候
底
堅
く
約
定
い
た
し
置
候
上
は
相
蓮
有
之
間
敷
旨
中
間
少
し
も
平
く
相
越
候
方
可
然
段
申
付
通
詞
助
左
衛
門
粥
十
郎
付
添
御
役
所
附
仙
兵
街
奥
失
右
衛
門
差
添
て
出
舶
検
使
保
-
次
郎
常
減
別
舶
に
一
来
移
沖
え
相
越
は
ふ
せ
ま
ん
異
国
般
近
く
浩
容
下
よ
り
穫
を
懸
る
に
呉
国
船
よ
り
も
し
き
ん
む
る
相
答
候
付
牛
野
牛
其
外
食
用
之
品
々
持
越
候
間
端
加
差
越
積
受
候
様
船
主
へ
申
遇
ら
れ
よ
と
は
ふ
せ
ま
ん
高
聾
に
い
へ
は
船
主
も
結
縁
に
罷
出
る
様
子
に
て
夜
中
故
端
舟
に
て
は
積
移
か
に
し
本
加
へ
直
に
池
付
候
へ
と
し
き
ん
む
る
申
に
よ
て
は
ふ
せ
ま
ん
助
左
街
門
え
中
に
は
何
れ
本
船
へ
采
さ
れ
は
宣
る
ま
し
今
一
度
乗
船
い
た
し
し
ま
ん
む
る
一
同
下
り
可
来
と
申
に
よ
て
助
左
街
門
然
ら
は
乗
船
致
し
成
丈
差
念
雨
人
共
一
向
に
下
り
来
る
へ
し
と
て
先
牛
野
牛
等
積
請
候
荷
舟
を
異
般
へ
消
付
候
上
ほ
ふ
せ
ま
ん
乗
船
致
し
か
ひ
た
ん
よ
り
之
返
事
一
一
自
在
船
主
へ
相
建
其
和
解
咋
白
木
焔
へ
被
召
姉
候
阿
繭
陀
之
内
宣
人
上
陸
い
た
さ
せ
ら
れ
食
用
之
品
々
差
越
央
候
様
御
殿
に
付
則
牛
野
牛
拾
或
疋
其
外
品
々
御
差
越
相
成
申
候
且
叉
御
申
越
之
遁
ほ
ふ
せ
ま
ん
右
品
々
に
差
添
遣
し
候
間
右
品
々
船
積
之
上
約
定
之
渇
阿
繭
陀
人
雨
人
と
も
御
差
返
可
被
成
候
此
段
貴
答
申
入
候
無
程
本
焔
よ
り
申
に
は
持
越
候
品
々
員
数
何
程
有
之
候
哉
と
尋
候
付
牛
四
疋
野
牛
拾
或
疋
鶏
十
羽
梨
子
一
袋
持
越
の
旨
弼
十
郎
相
答
叉
ほ
ふ
せ
ま
ん
助
左
衛
門
え
等
候
は
水
薪
は
い
ま
に
参
り
不
申
哉
と
申
付
右
品
々
は
今
晩
手
蛍
出
来
粂
候
付
明
朝
可
差
越
段
助
左
街
門
相
答
候
底
左
候
は
ゐ
水
薪
差
船
之
上
雨
人
日
英
交
活
史
料
ハ
七
〉
二
O
七
商
業
と
経
済
二
O
八
と
も
返
し
可
申
段
加
主
申
候
と
ほ
ふ
せ
ま
ん
申
問
候
故
助
左
衛
門
水
薪
は
明
早
朝
差
越
し
約
定
之
上
は
柳
相
違
無
之
事
牛
野
牛
其
外
食
用
之
品
々
積
詰
候
上
は
約
定
之
遇
雨
人
の
阿
繭
陀
差
返
候
様
婚
主
へ
可
申
と
相
答
一
候
庭
明
朝
差
越
さ
れ
は
水
薪
は
何
般
つ
』
参
り
候
哉
と
等
候
先
刻
申
越
候
通
水
五
般
致
手
蛍
置
候
薪
は
何
程
望
哉
と
申
候
慮
薪
は
或
般
相
願
候
段
巾
付
水
五
般
薪
或
般
は
明
朝
無
相
違
差
迭
可
申
と
助
左
街
門
調
十
郎
雨
人
に
て
堅
く
致
約
定
候
慮
暫
相
待
候
様
申
間
も
な
く
ほ
ふ
せ
ま
ん
立
出
て
食
事
致
候
上
直
に
雨
人
と
も
差
返
可
申
旨
般
主
申
候
-
は
ふ
せ
ま
ん
中
間
叉
芋
は
今
晩
参
候
哉
相
等
候
付
是
も
明
朝
水
薪
一
同
可
差
越
段
返
答
い
に
し
掠
持
越
候
所
の
牛
野
牛
其
外
食
用
之
品
々
時
積
相
演
候
頃
按
針
役
臆
之
者
異
加
よ
り
パ
Y
テ
イ
ラ
へ
下
り
ム
ム
助
左
衛
門
え
厚
く
挨
拶
い
に
し
候
み
ん
言
語
は
相
分
り
不
申
候
得
共
笠
之
品
差
遣
候
一
躍
蓮
候
様
子
相
見
候
其
後
暫
相
待
候
へ
共
係
り
致
延
引
す
の
間
兵
図
般
へ
設
を
懸
る
水
夫
健
之
者
兵
図
茄
よ
り
相
公
口
一
仮
に
付
阿
南
陀
雨
入
之
内
出
候
様
申
候
底
無
程
し
き
ん
む
る
立
出
候
故
依
り
致
延
引
候
間
差
念
候
様
申
候
白
地
最
平
食
事
相
演
直
に
下
り
可
申
今
哲
相
待
候
ゃ
う
申
候
て
入
無
程
船
主
其
外
按
針
役
鐙
乙
者
五
六
人
加
階
子
の
際
迄
雨
人
を
怒
り
ね
ん
こ
ろ
に
別
れ
を
な
し
差
返
此
節
は
階
子
の
綱
杯
も
緋
羅
紗
に
て
包
た
る
新
敷
綱
に
仕
か
へ
其
外
一
陸
町
時
γ
に
取
扱
候
様
子
相
見
申
候
夫
よ
り
雨
人
の
阿
南
陀
番
般
に
乗
せ
兵
般
守
離
れ
潜
出
候
底
小
畑
或
三
般
有
之
右
畑
よ
り
紅
毛
人
雨
人
と
も
下
り
候
哉
と
相
等
候
故
雨
入
と
も
一
同
下
り
候
旨
相
答
候
右
は
検
使
の
般
に
て
御
役
所
附
之
者
相
等
候
故
夫
よ
り
保
失
郎
常
減
佳
行
丸
へ
召
蓮
候
様
申
付
御
番
所
之
方
え
一
来
返
し
佳
行
丸
え
乗
移
沖
之
様
子
等
相
札
保
弐
郎
右
紅
毛
人
雨
人
通
詞
助
左
街
門
粥
十
郎
甚
左
衛
門
召
連
別
般
に
て
・
腿
へ
罷
越
跡
に
て
は
藤
左
衛
門
戸
町
御
番
所
土
日
左
衛
門
西
泊
御
番
所
え
相
越
紅
毛
人
武
人
共
取
戻
候
得
共
御
番
所
人
数
不
相
揃
打
排
之
義
出
来
致
さ
h
る
に
付
て
は
右
異
畑
出
帆
候
と
も
差
習
方
も
無
之
付
其
佳
出
帆
鋳
致
御
番
所
之
義
は
厳
重
に
相
守
候
様
西
泊
番
頭
鍋
島
七
左
衛
門
戸
丁
番
頭
部
原
弐
右
衛
門
唱
え
申
達
御
役
所
附
遠
見
番
雨
組
等
之
番
般
へ
異
焔
見
守
怪
敷
義
も
有
之
候
は
h
早
速
注
進
候
様
申
渡
藤
左
衛
門
常
減
五
兵
衛
幸
八
郎
一
同
引
取
申
候
臨
に
て
は
雨
人
之
阿
蘭
陀
上
陸
之
義
か
ひ
た
ん
其
外
承
之
康
問
よ
り
出
迎
雨
人
之
者
へ
致
面
曾
楽
に
悦
事
限
り
な
し
か
ひ
た
ん
申
様
誠
に
御
蔭
を
以
雨
人
之
者
無
意
罷
蹄
難
有
段
作
三
郎
を
以
申
問
用
人
徳
右
衛
門
謁
雨
人
の
阿
繭
陀
罷
蹄
候
付
異
図
の
・
次
第
相
等
か
ひ
た
ん
横
文
字
書
付
を
以
巾
問
る
和
解
昨
日
御
蛍
地
一
品
鋒
嶋
前
に
碇
を
入
候
ゑ
け
れ
す
船
主
よ
り
筆
者
阿
蘭
陀
ほ
ふ
せ
ま
ん
え
申
問
候
趣
左
に
奉
申
上
候
一
ゑ
け
れ
す
和
本
園
出
帆
仕
排
柄
園
え
莱
同
所
よ
り
四
十
九
日
経
御
蛍
地
え
や
右
岸
仕
候
元
本
園
出
帆
仕
候
義
は
八
ク
月
程
に
相
成
中
候
一
本
般
人
数
三
百
五
十
人
乗
組
申
候
日
英
交
通
史
料
ハ
七
〉
二
O
九
商
業
と
経
済
二
一
O
一
今
般
御
蛍
地
え
渡
来
仕
候
義
は
漣
々
申
上
候
通
ゑ
け
れ
す
図
之
義
は
不
和
之
図
故
御
山
町
田
園
迄
も
慕
ひ
妨
仕
候
心
組
に
て
乗
渡
候
義
御
座
候
随
て
は
縫
合
之
節
筆
者
阿
蘭
陀
人
雨
人
謀
事
そ
以
召
捕
候
義
は
通
四
川
等
之
震
に
て
全
く
御
園
へ
奉
針
柳
不
敬
等
仕
候
所
存
に
無
御
座
候
然
所
数
日
之
洋
中
に
て
薪
水
乙
料
乏
敷
相
成
付
不
和
之
図
に
て
は
御
座
候
得
共
難
義
の
偽
り
阿
繭
陀
か
ひ
た
ん
へ
申
遺
旧
天
候
様
留
置
候
阿
関
陀
人
え
ま
日
翰
相
認
さ
せ
芳
一
途
申
候
所
薪
水
食
物
早
速
被
選
難
有
奉
存
候
然
上
は
阿
蘭
陀
人
雨
入
差
返
惑
に
御
蛍
地
出
帆
仕
再
ひ
御
山
町
田
地
え
近
寄
中
間
敷
候
此
段
乍
恐
御
鵡
奉
申
上
候
右
は
ゑ
け
れ
す
船
主
申
口
筆
者
阿
蘭
陀
人
ほ
ふ
せ
ま
ん
承
候
趣
申
上
候
か
ひ
た
んへ
ん
で
れ
き
と
う
ふ
右
之
趣
か
ひ
た
ん
横
文
字
書
付
を
以
申
上
候
付
和
解
仕
差
上
申
候
以
上
辰
八
月
十
六
日
大
小
通
詞
蓮
印
八
月
十
六
日
之
夜
私
共
雨
入
ゑ
け
れ
す
加
よ
り
差
返
候
節
は
般
主
如
何
取
扱
候
哉
其
節
之
始
末
か
ひ
た
ん
を
以
被
銭
成
御
寺
奉
承
知
候
右
ハ
非
、
夜
牛
野
牛
其
外
食
物
類
ほ
ふ
せ
ま
ん
附
添
ゑ
け
れ
す
般
へ
罷
越
候
段
施
主
へ
申
問
候
廃
水
薪
之
義
相
等
候
付
右
は
明
朝
被
差
越
候
旨
相
答
候
慮
左
候
は
』
防
人
も
右
品
々
参
り
候
迄
本
船
へ
留
置
可
申
旨
申
立
候
故
通
詞
衆
よ
り
も
右
武
品
は
明
早
朝
迄
無
相
違
可
差
遣
旨
竪
く
約
定
有
之
掠
今
夕
持
越
候
品
々
可
被
受
取
と
て
相
渡
候
庭
部
中
要
々
之
品
々
被
下
置
候
御
恩
義
を
奉
感
悦
候
様
子
に
て
御
奉
行
様
へ
御
殻
申
上
猫
叉
か
ひ
た
ん
え
も
返
砲
と
し
て
何
そ
差
透
度
旨
申
之
候
得
共
其
義
は
御
奉
行
所
よ
り
御
赦
免
無
之
候
て
は
申
請
候
義
難
相
成
趣
申
ル
ム
同
一
仮
庵
私
共
え
は
酒
食
な
と
振
舞
丁
寧
γ
い
た
し
候
上
に
て
私
共
上
陸
い
4
た
し
候
様
申
問
候
既
に
通
詞
衆
え
も
右
被
下
物
等
之
御
趨
申
上
候
様
子
見
請
申
候
掠
食
事
相
糖
私
共
本
船
よ
り
下
り
候
節
は
階
子
之
際
迄
皆
々
送
出
懇
に
別
れ
を
な
し
猫
叉
逸
物
鵡
謝
再
膝
申
問
私
共
船
中
に
て
相
用
候
様
に
と
て
酒
ニ
タ
ふ
ら
そ
こ
つ
ふ
一
ツ
外
に
ヒ
ス
コ
イ
ト
妻
子
に
て
製
食
仰
に
御
座
一
郎
萱
包
差
迭
申
候
筆
者
頭て
る
く
ほ
ふ
せ
ま
ん
主i
.者け
る
り
っ
と
し
き
ん
む
る
右
之
遇
雨
入
之
者
共
申
出
候
付
以
書
付
申
上
候
か
ひ
・
に
ん
へ
ん
で
れ
ま
と
う
ふ
日
英
交
通
史
料
ハ
七
U
市
川
業
と
経
済
一
一一
ゑ
け
れ
す
般
之
義
阿
蘭
陀
敵
図
に
依
て
蛍
所
迄
も
妨
の
に
め
渡
来
候
義
か
ひ
た
ん
に
於
て
歎
敷
可
存
間
向
後
之
銭
右
般
巌
敷
申
付
方
も
可
有
之
聞
か
ひ
・
に
ん
存
立
之
趣
も
有
之
は
申
出
候
様
遁
詞
億
之
允
作
三
郎
等
へ
申
渡
さ
れ
候
慮
か
ひ
た
ん
申
出
、
候
趣
横
文
字
差
出
候
付
同
書
頭
目
遇
へ
被
呼
出
和
解
被
申
付
則
雨
入
の
も
の
罷
出
和
解
連
々
奉
申
上
候
遁
ゑ
け
れ
す
園
之
義
は
敵
図
御
座
候
庖
御
蛍
地
迄
も
慕
ひ
妨
仕
候
心
組
に
て
罷
越
候
段
か
ひ
・
に
ん
に
於
て
歎
敷
可
存
然
は
向
後
之
義
を
被
思
召
彼
舶
出
帆
御
差
留
厳
敷
被
仰
付
方
も
可
有
御
座
候
付
私
存
意
之
趣
申
上
候
様
被
仰
付
誠
御
厚
儀
之
失
策
重
品
目
難
有
仕
合
奉
存
候
随
て
右
之
段
私
よ
り
御
願
を
も
可
申
上
義
御
座
候
得
共
今
般
御
蛍
地
え
罷
越
候
義
は
粥
私
共
を
鋳
妨
候
恭
ひ
罷
越
候
哉
敵
園
之
者
申
問
候
義
故
聡
と
難
申
上
御
座
候
乍
然
薪
水
料
畑
主
申
立
候
趣
私
共
よ
り
も
御
嘘
申
上
候
遇
品
々
被
下
回
直
候
故
奉
感
御
恩
儀
を
御
蔭
に
て
召
捕
候
者
も
品
一
一
死
返
姑
主
も
本
弛
よ
り
下
り
立
厚
く
御
躍
申
上
品
々
御
蛍
地
出
帆
仕
再
度
も
仕
間
数
段
申
候
然
に
散
敷
仰
付
候
節
は
格
別
御
手
首
位
寸
被
仰
付
候
義
に
は
可
有
御
座
候
得
共
再
々
一
知
等
損
な
か
ら
も
邸
帆
仕
候
様
御
座
候
時
は
却
て
諸
事
之
害
と
相
成
可
申
奉
存
候
へ
は
彼
者
と
も
申
立
候
遇
早
々
蹄
机
被
仰
付
被
下
皮
奉
願
{民
か
ひ
た
ん
へ
ん
で
れ
き
と
う
ふ
右
之
趣
か
ひ
た
ん
横
文
字
書
付
を
以
申
上
候
付
和
解
仕
差
上
申
候
以
上
反
八
月
大
小
遁
詞
漣
印
闘
停
之
允
罷
出
此
度
渡
来
之
呉
船
端
船
え
乗
組
一
段
内
乗
入
候
よ
し
付
右
滞
船
中
は
御
用
船
之
外
通
し
申
間
数
哉
之
段
伺
書
差
出
候
付
其
通
被
及
品
一
一
石
岡
候
八
月
十
七
日
朝
水
野
菜
積
候
て
森
山
金
左
衛
門
沖
ゑ
け
れ
す
船
へ
相
越
か
ひ
に
ん
よ
り
目
録
添
浩
和
解
左
之
遁
受
五
般
薪
武
般
ーH-
ぅ=
武
百
斤
一
梨
子
ニ
拾
右
之
品
々
差
越
申
候
間
御
受
取
可
被
成
候
右
ロ
問
・
々
ゑ
け
れ
す
般
消
付
金
一
江
遺
候
庭
書
付
四
通
ゑ
け
れ
す
丈
字
に
て
相
認
右
金
右
街
門
え
差
出
候
和
解
左
之
遁
受
日
英
交
通
史
料
ハ
七
〉
一一
一
一
商
業
と
経
済
二
一
回
71< 
二一般
、
一
野
菜
ロ
間
々
右
御
芳
一
途
被
下
憶
に
積
請
申
候
請
取
全
日
一
牛
四
疋
野
lド
拾
或
疋
実島
ート
~ 
一
梨
子
百
y 
ゑ
け
れ
す
姑
よ
り
か
ひ
た
ん
へ
差
越
候
害
時
肌
和
解
咋
日
は
書
朕
致
拝
見
候
雨
人
え
衆
を
以
中
越
候
品
々
別
紙
目
録
之
遁
御
差
透
被
下
恭
存
候
段
々
御
厄
介
相
成
候
段
御
奉
行
所
え
宜
被
仰
上
可
被
下
候
貴
公
様
に
も
段
々
御
心
配
添
存
候
随
て
は
何
そ
差
途
申
度
存
候
へ
共
非
、
義
難
相
成
候
間
折
を
以
御
恩
謝
可
任
若
吹
昭
昭
表
へ
書
朕
に
で
も
御
遺
被
成
候
は
L
御
差
越
可
被
成
候
庚
束
表
よ
り
宜
使
を
以
斧
一
越
候
様
可
致
候
拙
者
共
無
程
出
帆
候
付
随
分
御
息
才
御
暮
可
被
成
候
右
之
段
申
進
度
如
斯
御
座
候
.I.E.~ 
E己a
7k 
五
般
薪
或
般
-:H.4 
→ー・
武
百
斤
一
梨
子
二
拾
右
品
々
御
差
越
被
下
槌
積
請
申
候
右
書
面
四
遁
は
何
れ
も
ゑ
け
れ
す
文
字
に
て
書
載
有
之
候
を
か
ひ
た
ん
和
解
申
問
候
趣
相
認
差
上
申
候
通
詞
蓮
印
巳
刻
頃
ゑ
け
れ
す
帆
支
度
致
候
由
遠
目
鏡
に
て
近
習
之
者
見
請
其
段
国
書
頭
え
申
問
候
付
印
二
階
へ
被
相
越
目
鏡
被
見
候
慮
帆
支
度
い
に
し
候
様
子
付
詰
合
之
も
の
一
一
統
被
呼
錦
見
候
慮
ま
か
う
方
な
く
帆
こ
し
ら
へ
の
様
子
付
中
村
縫
火
郎
菅
谷
保
夫
郎
出
帆
申
渡
鏡
検
使
早
々
可
相
越
旨
申
渡
さ
る
猶
出
懸
に
御
番
所
へ
立
寄
異
船
出
帆
懸
け
一
両
一
飢
日
夜
等
致
し
候
は
与
直
に
打
排
之
手
都
合
申
達
候
て
ゑ
け
れ
す
般
へ
乗
付
通
詞
よ
り
横
文
字
に
て
申
渡
候
様
に
と
被
申
付
候
横
文
字
和
解
薪
水
之
料
焔
積
申
付
候
は
平
々
出
帆
い
た
し
再
此
地
渡
来
致
問
敷
候
事
右
之
通
長
崎
御
奉
行
所
よ
り
ゑ
け
れ
す
船
主
へ
被
仰
渡
候
日
英
交
通
史
料
ハ
七
〉
二
一
五
商
業
と
経
済
一
一
一
六
女
化
五
年
辰
八
月
十
七
日
右
横
文
字
は
通
詞
持
参
俸
之
進
才
右
衛
門
甚
左
衛
門
一
舶
に
乗
組
検
使
中
村
縫
次
郎
菅
谷
保
八
郎
は
大
形
之
鯨
舶
に
て
御
役
所
附
陽
右
衛
門
藤
四
郎
三
十
郎
町
野
丈
八
銘
々
餓
胞
用
意
乗
組
別
組
御
役
所
附
四
人
俄
焔
用
意
一
同
乗
出
戸
町
御
番
所
え
相
越
番
頭
え
面
談
可
致
段
申
入
の
鹿
西
泊
、
九
億
評
議
罷
越
の
旨
に
よ
て
西
治
へ
相
越
番
頭
鍋
島
七
左
街
門
物
頭
大
野
士
口
兵
衛
え
面
談
い
た
し
図
書
頭
申
付
の
趣
を
相
法
し
御
番
所
を
出
て
致
乗
般
の
廃
兵
雌
碇
を
揚
出
帆
の
様
子
付
差
念
滑
出
候
得
共
順
風
に
で
午
刻
頃
走
出
み
る
か
内
帆
蔭
見
隠
候
間
小
瀬
戸
へ
相
越
遠
見
番
所
え
上
り
遠
目
鏡
み
る
所
に
日
以
平
十
旦
除
も
走
出
見
る
内
に
拾
四
五
里
隔
り
候
旨
遠
見
番
申
に
よ
て
一
同
引
取
蹄
懸
叉
候
西
泊
御
番
所
へ
罷
越
鍋
島
七
左
衛
門
へ
面
談
人
数
書
等
請
取
て
蹄
船
い
た
す
大
村
上
総
介
聞
役
北
傑
杢
之
允
罷
出
上
総
介
出
崎
付
迫
付
録
針
話
可
被
罷
越
旨
且
叉
陸
手
人
数
迫
々
出
時
に
付
固
場
所
可
及
差
岡
旨
申
出
る
に
よ
て
波
戸
場
可
相
詰
旨
及
差
国
候
松
平
官
兵
衛
問
役
花
房
久
七
銭
交
代
伊
丹
丹
漏
罷
越
候
慮
此
節
之
義
に
付
雨
入
と
も
相
詰
罷
在
候
旨
届
出
候
佐
嘉
家
老
諌
平
豊
前
病
気
に
付
御
役
所
へ
不
罷
出
人
数
参
差
致
し
候
段
関
俸
之
允
居
出
候
大
村
上
総
助
問
役
松
浦
俄
十
郎
罷
出
大
村
家
士
大
将
大
村
右
近
用
人
大
村
永
関
学
物
頭
松
田
土
作
之
丞
致
同
道
最
平
異
般
蹄
帆
も
被
仰
出
候
事
故
詰
方
如
何
相
心
得
可
申
哉
と
申
出
候
付
何
も
波
戸
場
へ
相
備
候
様
申
渡
さ
る
佐
嘉
俸
之
允
罷
出
兵
園
競
今
十
七
日
午
中
刻
致
出
帆
候
付
御
番
般
伊
王
崎
議
よ
り
相
守
罷
在
候
段
深
堀
役
人
え
申
越
候
旨
届
出
候
並
咋
夜
御
差
国
有
之
候
異
同
焼
打
手
蛍
之
義
直
に
深
堀
に
て
火
舶
之
仕
組
念
皮
相
調
可
申
と
存
候
内
不
及
其
義
旨
御
法
付
其
僅
差
拘
候
旨
書
付
差
出
す
咋
日
焼
打
之
手
段
相
等
候
付
焼
打
之
義
神
崎
高
鉾
等
之
山
上
よ
り
火
矢
打
懸
自
然
引
抑
致
出
帆
候
朝
に
も
移
合
候
節
は
陰
の
尾
山
或
は
神
島
伊
王
嶋
等
え
宋
て
備
置
候
火
矢
石
火
矢
等
打
績
船
よ
り
も
迫
打
に
可
致
手
常
之
段
常
一
日
付
を
以
申
問
る
と
い
へ
と
も
長
平
異
船
出
帆
の
跡
な
れ
は
用
る
に
た
ら
す
小
瀬
戸
遠
見
番
よ
り
中
の
中
刻
申
の
方
に
蛍
り
帆
影
見
隠
候
段
届
出
る
に
よ
て
諸
家
一
同
に
呼
出
兵
園
舶
帆
影
見
隠
候
付
其
旨
在
図
在
色
と
も
可
被
申
越
旨
国
書
頭
直
に
被
相
遠
大
村
家
人
数
引
取
候
様
被
申
渡
候
其
外
諸
向
詰
場
々
々
引
梯
候
様
向
々
え
被
相
達
候
帆
影
見
隠
候
付
此
節
切
帯
刀
差
充
候
も
の
共
明
日
よ
り
平
日
の
通
り
可
相
心
得
旨
中
波
さ
れ
人
々
安
堵
の
思
ひ
を
な
し
諸
向
詰
場
引
挽
之
届
治
々
申
来
る
今
申
刻
過
案
内
有
之
大
村
上
総
助
廊
に
来
り
給
ひ
固
帯
一
一
日
到
封
面
致
さ
れ
暫
物
語
有
之
退
去
今
日
江
府
へ
之
宿
次
差
立
刻
限
に
て
差
出
言
上
左
之
遇
一
昨
十
五
日
中
上
候
通
異
錨
え
召
捕
候
紅
毛
入
試
人
鍔
取
反
差
出
候
検
使
之
者
通
詞
召
蓮
罷
越
候
ぃ
廃
油
別
柄
船
之
段
申
問
船
中
水
薪
無
之
候
付
明
朝
に
至
り
相
奥
候
は
』
姉
置
候
紅
毛
人
可
差
戻
旨
横
文
字
差
出
候
付
任
乞
翌
十
六
日
朝
相
奥
候
慮
姉
置
候
紅
毛
人
差
出
叉
々
横
文
字
差
出
在
留
か
ひ
た
ん
へ
相
迭
候
付
和
解
申
付
候
慮
牛
並
野
牛
相
興
、
候
は
』
残
置
候
今
登
人
之
紅
毛
人
差
反
可
申
白
和
日
英
交
通
史
料
〈
七
)
二
一
七
商
業
と
経
済
二
一
八
解
差
出
候
付
任
乞
相
奥
へ
紅
毛
人
差
戻
候
様
申
選
候
慮
則
残
置
候
萱
人
の
紅
毛
人
差
戻
し
候
事
一
右
異
館
へ
召
捕
候
紅
毛
人
或
人
と
も
差
戻
候
付
蛍
津
へ
渡
来
の
子
細
相
等
候
慮
八
ク
月
以
前
三
百
五
十
人
乗
組
本
国
を
罷
出
排
柄
え
般
寄
候
庖
阿
南
陀
舶
山
町
田
年
御
品
目
田
津
へ
或
般
仕
出
に
て
渡
来
仕
候
段
及
承
候
付
宮
津
迄
恭
ひ
来
致
妨
候
心
組
に
て
乗
渡
紅
毛
人
武
人
謀
斗
を
以
召
捕
候
は
エ
ク
レ
ス
図
は
横
文
字
言
語
も
遠
候
図
に
付
書
翰
鋳
認
遁
掛
川
等
致
さ
せ
し
た
め
紅
毛
人
或
人
召
姉
候
得
共
封
御
砂
田
園
不
敬
等
致
候
義
は
舎
で
無
之
候
御
蛍
図
え
は
蛍
年
は
阿
南
陀
般
入
津
不
仕
候
由
に
付
早
々
出
帆
可
仕
候
庖
薪
水
食
物
等
乏
敷
候
付
右
品
々
乞
請
紅
毛
人
差
戻
候
付
早
速
出
帆
仕
重
て
御
蛍
図
え
般
入
申
間
敷
旨
申
問
候
段
筆
者
紅
毛
人
よ
り
承
か
ひ
1
に
ん
横
文
字
差
出
候
付
則
和
解
相
添
入
御
覧
候
事
一
右
兵
焔
最
初
か
ひ
た
ん
え
相
等
候
慮
ヱ
ク
レ
ス
図
兵
般
の
よ
し
申
問
其
後
か
ひ
た
ん
へ
透
候
横
文
字
に
も
ヱ
ナ
レ
ス
姉
主
と
認
有
之
候
得
共
右
姉
初
に
阿
繭
陀
姑
吹
昭
把
仕
出
し
段
申
偽
阿
繭
陀
之
ル
焼
印
を
差
出
其
後
排
柄
之
旨
申
間
入
候
エ
ク
ν
ス
般
之
段
申
之
皮
々
申
偽
怪
敷
候
へ
共
エ
ク
ν
ス
般
之
ル
旗
印
に
相
蓮
無
之
段
か
ひ
た
ん
申
間
候
事
エ
ク
レ
ス
雌
一
一
相
官
西
亜
人
乗
組
有
之
候
哉
相
等
候
慮
エ
ナ
レ
ス
之
義
は
魯
西
亜
と
も
形
替
り
一
人
も
乗
組
無
之
段
被
召
捕
罷
蹄
候
紅
毛
人
申
候
段
通
詞
共
申
問
候
事
一
右
に
竹
早
々
致
蹄
帆
候
様
検
使
を
以
申
遺
候
慮
右
検
使
之
者
施
へ
参
差
不
仕
候
内
出
帆
仕
候
段
検
使
之
者
罷
蹄
申
問
候
事
一
松
平
肥
前
守
家
老
談
平
豊
前
人
数
差
出
候
旨
御
役
所
え
相
属
候
事
一
大
村
上
総
助
番
舶
並
陸
地
図
人
数
差
出
候
段
届
出
候
事
一
異
図
船
出
帆
付
近
岡
之
面
々
領
内
浦
々
入
意
候
様
申
達
候
事
以
上
八
月
十
七
日
エ
ク
ν
ス
雌
可
打
砕
旨
か
ひ
た
ん
承
知
存
立
之
趣
横
文
字
差
出
候
則
和
解
相
添
入
御
覧
候
以
上
八
月
十
七
日
右
横
文
字
和
解
と
も
J
一
見
通
言
上
前
に
有
故
に
略
図
書
頭
自
筆
被
認
長
崎
懸
り
御
勘
定
奉
行
柳
生
主
膳
正
え
宣
封
同
役
曲
淵
甲
斐
守
へ
登
封
認
皐
て
予
其
時
月
番
な
れ
は
活
習
之
者
に
持
せ
越
さ
れ
る
右
或
封
の
白
書
上
包
し
て
上
に
此
書
朕
宿
弐
並
町
使
え
入
可
給
と
認
有
之
上
包
そ
取
て
中
の
常
一
日
放
を
取
出
す
に
上
包
の
内
の
折
に
披
封
無
用
と
認
有
之
予
も
ふ
し
き
に
忠
へ
と
も
言
上
の
調
最
中
な
れ
は
先
立
パ
優
に
請
取
置
て
刻
附
の
宿
究
部
一
死
立
の
事
故
け
は
し
く
取
調
て
居
る
う
ち
に
あ
は
た
h
し
く
通
る
人
有
り
醤
師
は
折
節
呈
書
の
聞
に
来
り
て
有
し
か
給
人
兎
毛
念
に
日
英
交
通
史
料
ハ
七
)
二
一
九
商
業
と
経
済
ニ
O
呼
に
来
り
て
連
行
是
を
み
て
ロ
玉
虫
日
の
聞
に
有
合
人
々
怪
み
を
な
す
所
に
用
人
徳
右
衛
門
来
り
て
図
書
頭
白
書
を
可
差
返
旨
申
に
よ
て
予
其
義
は
不
相
成
子
細
は
此
包
を
見
候
へ
と
て
国
書
顕
よ
り
差
越
れ
し
件
の
匂
紙
を
み
す
る
に
自
筆
に
て
書
付
有
之
故
予
に
家
老
詰
所
へ
来
る
へ
し
と
い
ふ
に
よ
て
行
所
に
家
老
用
人
給
人
等
並
居
て
同
書
頭
成
行
匁
ふ
事
+
ぜ
か
た
る
家
来
の
面
々
も
何
故
の
生
害
有
し
ゃ
其
子
細
を
知
ら
さ
れ
は
件
の
白
書
に
は
旨
趣
委
敷
あ
ら
ん
事
を
忠
ふ
て
し
き
り
に
披
封
せ
ん
事
を
い
ふ
と
い
へ
共
予
是
を
充
さ
す
愛
に
於
て
先
表
向
病
気
と
披
露
し
て
其
夜
よ
り
大
病
の
旨
向
々
え
相
淫
す
図
書
頭
今
朝
は
十
七
日
と
て
か
h
る
騒
動
の
中
に
も
安
群
寺
の
御
宮
へ
参
詣
有
て
蹄
館
の
後
夫
々
指
揮
あ
り
で
す
一
旦
頃
異
蹴
出
帆
の
様
子
を
被
見
候
時
は
無
意
の
様
子
面
に
顕
れ
し
か
と
も
さ
あ
ら
ぬ
睦
に
て
彼
是
申
付
ら
れ
夕
方
大
村
家
入
来
付
針
面
有
之
事
潰
て
白
書
を
認
ら
れ
近
習
の
人
を
避
ん
と
て
右
の
白
書
を
呈
書
の
間
へ
持
せ
や
り
て
其
際
に
庭
に
下
り
立
れ
稲
荷
の
経
の
際
に
座
し
給
ひ
束
に
向
ひ
て
躍
奔
し
て
其
座
在
不
立
差
添
抜
て
縞
紳
の
袖
切
落
し
て
万
を
巻
諸
肌
脆
て
腹
一
文
字
に
引
廻
し
其
刀
を
以
て
咽
喉
を
つ
ら
ぬ
き
鍔
元
ま
て
突
遇
し
う
つ
伏
に
な
っ
て
そ
あ
ら
れ
け
る
其
時
少
し
お
め
く
替
の
し
た
れ
は
次
の
間
に
却
し
近
習
の
も
の
是
を
問
付
て
あ
や
し
麓
の
し
た
る
は
と
て
燭
を
携
て
出
て
み
る
に
簸
の
際
に
白
き
も
の
の
ほ
の
か
に
み
ゆ
れ
は
近
寄
て
見
る
に
人
の
や
う
な
れ
は
大
に
驚
き
て
引
立
見
る
に
主
人
な
れ
は
あ
は
大
h
し
く
家
老
用
人
え
知
ら
ぜ
て
陸
自
師
な
と
呼
ん
て
居
間
に
抱
上
て
見
る
ι
は
や
事
き
れ
給
ひ
ぬ
つ
ら
ぬ
き
玉
ふ
所
の
刀
を
脆
取
て
い
と
な
み
の
外
す
へ
き
ゃ
う
も
な
し
図
書
頭
は
高
家
前
回
隠
岐
守
の
失
男
に
し
て
松
平
周
防
守
の
末
家
松
平
合
人
の
養
子
と
成
給
ひ
高
二
千
石
播
州
の
門
に
て
順
し
て
居
屋
詠
湯
島
天
神
下
に
住
し
玉
ひ
安
永
六
丙
年
十
月
八
日
家
管
在
り
て
小
普
請
入
し
給
ひ
天
明
八
申
年
十
二
月
廿
四
日
中
奥
御
番
被
召
出
寛
政
元
百
年
十
一
月
十
七
日
御
袴
頭
被
仰
付
同
八
反
年
五
月
廿
四
日
西
丸
御
日
付
と
成
同
十
二
午
年
五
月
昔
日
御
日
付
え
縛
一
宇
和
二
成
年
八
月
十
一
日
御
召
御
船
手
を
乗
文
化
四
卯
年
正
月
晦
日
長
崎
奉
行
被
仰
付
同
年
七
月
廿
三
日
江
府
を
立
て
九
月
五
日
長
崎
差
立
山
の
鹿
に
在
て
翌
辰
年
七
月
十
九
日
西
践
に
移
て
八
月
十
七
日
戊
刻
過
に
生
害
在
り
表
向
は
同
廿
六
日
寅
ノ
中
刻
病
死
の
弘
め
あ
り
法
名
は
現
光
院
殿
従
五
位
下
前
回
書
頭
俊
雄
浮
春
大
居
士
と
披
し
て
浮
土
宗
大
音
寺
に
葬
す
可
憐
此
鋭
長
温
和
に
し
て
常
に
墜
文
を
好
よ
く
人
の
談
を
入
仁
心
深
く
下
を
憐
て
物
毎
に
能
心
を
付
て
至
直
に
し
て
決
断
す
内
側
に
し
て
外
柔
也
定
に
其
職
に
に
へ
た
り
今
年
表
向
は
四
十
八
歳
な
れ
と
も
寅
は
四
十
一
歳
諸
人
是
を
惜
む
と
い
へ
と
も
か
へ
ら
さ
れ
は
其
徳
寅
を
か
ん
し
叉
長
崎
の
安
穏
な
り
し
を
悦
合
て
終
に
紳
に
ま
つ
り
で
頂
頭
獄
と
い
へ
る
山
の
平
か
に
笠
頑
と
い
へ
る
有
り
日
記
に
鳥
居
を
立
て
堀
を
築
て
未
本
枇
不
管
人
々
参
詣
す
予
も
参
り
て
見
る
に
石
鳥
居
に
銘
あ
り
向
て
右
の
方
威
厳
銭
遠
孟
リ
内
l
易
h
制
百
Z
r
h
哲
日
英
交
通
史
料
(
七
)
商
業
と
経
掠
維
神
維
徳
永
降
一
服
群
左
之
脚
に
奉
建
i
二
町
在
記
す
後
興
善
街
下
筑
後
街
龍
寄
謹
撰
察
瓜
建
之
